
日南町第２回定例29年３月２日
日南町告示第９号
　平成29年第２回日南町議会定例会を次のとおり招集する。
　　　平成29年２月22日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日南町長　増　原　　　聡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　招集年月日　　平成29年３月２日
　招集場所　日南町役場庁舎　議場
　　　　───────────────────────────────
○開会日に応招した議員
　　　　　　　足　羽　　　覚君　　　　　　　　　　　惠比奈　礼　子君
　　　　　　　古　都　勝　人君　　　　　　　　　　　山　本　芳　昭君
　　　　　　　大　西　　　保君　　　　　　　　　　　坪　倉　勝　幸君
　　　　　　　近　藤　仁　志君　　　　　　　　　　　荒　木　　　博君
　　　　　　　久　代　安　敏君　　　　　　　　　　　福　田　　　稔君
　　　　　　　村　上　正　広君
　　　　───────────────────────────────
○応招しなかった議員
　　　　　　　な　し
　　　　───────────────────────────────
────────────────────────────────────────
　　　平成29年　第２回（定例）日　南　町　議　会　会　議　録（第１日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年３月２日（木曜日）
────────────────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　議事日程（第１号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年３月２日　午前９時開会
日程第１　会議録署名議員の指名
日程第２　会期の決定
日程第３　町長施政方針説明
日程第４　発議第２号　日南町議会委員会条例の一部改正について
日程第５　議案第６号　町道の路線認定について
日程第６　議案第７号　日南町と鳥取県との間の地方公共団体における情報通信技術の共
同化に関する事務の委託に関する協議について
日程第７　議案第８号　日南町過疎地域自立促進計画の一部変更について
日程第８　議案第９号　木下文庫基金条例の廃止について
日程第９　議案第10号　日南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の
一部改正について
日程第10　議案第11号　日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改
正について
日程第11　議案第12号　日南町簡易水道事業に勤務する職員の給与の種類及び基準に関す
る条例の一部改正について
日程第12　議案第13号　日南町個人情報保護条例の一部改正について
日程第13　議案第14号　日南町税条例等の一部改正について
日程第14　議案第15号　日南町特別医療費助成条例の一部改正について
日程第15　議案第16号　日南町農林業担い手研修施設の設置及び管理に関する条例等の一
部改正について
日程第16　議案第17号　日南町保育所の設置及び管理運営に関する条例の一部改正につい
て
日程第17　議案第18号　日南町立生活改善センターの設置及び管理に関する条例の一部改
正について
日程第18　議案第19号　平成28年度日南町一般会計補正予算（第７号）
日程第19　議案第20号　平成28年度日南町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
日程第20　議案第21号　平成28年度日南町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
日程第21　議案第22号　平成28年度日南町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）
日程第22　議案第23号　平成28年度日南町介護保険特別会計補正予算（第３号）
日程第23　議案第24号　平成28年度日南町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）
日程第24　議案第25号　平成28年度日南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
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日程第25　議案第26号　平成28年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計補正予算
（第２号）
日程第26　議案第27号　平成28年度日南町病院事業会計補正予算（第２号）
日程第27　議案第28号　平成29年度日南町一般会計予算
日程第28　議案第29号　平成29年度日南町国民健康保険特別会計予算
日程第29　議案第30号　平成29年度日南町簡易水道事業特別会計予算
日程第30　議案第31号　平成29年度日南町農業集落排水事業特別会計予算
日程第31　議案第32号　平成29年度日南町介護保険特別会計予算
日程第32　議案第33号　平成29年度日南町介護サービス事業特別会計予算
日程第33　議案第34号　平成29年度日南町後期高齢者医療特別会計予算
日程第34　議案第35号　平成29年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計予算
日程第35　議案第36号　平成29年度日南町病院事業会計予算
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　本日の会議に付した事件
日程第１　会議録署名議員の指名
日程第２　会期の決定
日程第３　町長施政方針説明
日程第４　発議第２号　日南町議会委員会条例の一部改正について
日程第５　議案第６号　町道の路線認定について
日程第６　議案第７号　日南町と鳥取県との間の地方公共団体における情報通信技術の共
同化に関する事務の委託に関する協議について
日程第７　議案第８号　日南町過疎地域自立促進計画の一部変更について
日程第８　議案第９号　木下文庫基金条例の廃止について
日程第９　議案第10号　日南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の
一部改正について
日程第10　議案第11号　日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改
正について
日程第11　議案第12号　日南町簡易水道事業に勤務する職員の給与の種類及び基準に関す
る条例の一部改正について
日程第12　議案第13号　日南町個人情報保護条例の一部改正について
日程第13　議案第14号　日南町税条例等の一部改正について
日程第14　議案第15号　日南町特別医療費助成条例の一部改正について
日程第15　議案第16号　日南町農林業担い手研修施設の設置及び管理に関する条例等の一
部改正について
日程第16　議案第17号　日南町保育所の設置及び管理運営に関する条例の一部改正につい
て
日程第17　議案第18号　日南町立生活改善センターの設置及び管理に関する条例の一部改
正について
日程第18　議案第19号　平成28年度日南町一般会計補正予算（第７号）
日程第19　議案第20号　平成28年度日南町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
日程第20　議案第21号　平成28年度日南町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
日程第21　議案第22号　平成28年度日南町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）
日程第22　議案第23号　平成28年度日南町介護保険特別会計補正予算（第３号）
日程第23　議案第24号　平成28年度日南町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）
日程第24　議案第25号　平成28年度日南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
日程第25　議案第26号　平成28年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計補正予算
（第２号）
日程第26　議案第27号　平成28年度日南町病院事業会計補正予算（第２号）
日程第27　議案第28号　平成29年度日南町一般会計予算
日程第28　議案第29号　平成29年度日南町国民健康保険特別会計予算
日程第29　議案第30号　平成29年度日南町簡易水道事業特別会計予算
日程第30　議案第31号　平成29年度日南町農業集落排水事業特別会計予算
日程第31　議案第32号　平成29年度日南町介護保険特別会計予算
日程第32　議案第33号　平成29年度日南町介護サービス事業特別会計予算
日程第33　議案第34号　平成29年度日南町後期高齢者医療特別会計予算
日程第34　議案第35号　平成29年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計予算
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日程第35　議案第36号　平成29年度日南町病院事業会計予算
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　出席議員（11名）
　　　　　　１番　足　羽　　　覚君　　　　　　２番　惠比奈　礼　子君
　　　　　　４番　古　都　勝　人君　　　　　　５番　山　本　芳　昭君
　　　　　　６番　大　西　　　保君　　　　　　７番　坪　倉　勝　幸君
　　　　　　８番　近　藤　仁　志君　　　　　　９番　荒　木　　　博君
　　　　　　10番　久　代　安　敏君　　　　　　11番　福　田　　　稔君
　　　　　　12番　村　上　正　広君
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　欠席議員（なし）
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　欠　　員（１名）
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　事務局出席職員職氏名
局長　───────　岩　崎　昭　男君　　書記　───────　井　川　夏　実君
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　説明のため出席した者の職氏名
町長　───────　増　原　　　聡君　　副町長　──────　中　村　英　明君
教育長　──────　丸　山　　　悟君　　総務課長　─────　高　見　正　司君
企画課長  ─────　木　下　順　久君　　教育次長　─────　安　達　才　智君
住民課長　─────　久　城　隆　敏君　　病院事業管理者　──　中　曽　森　政君
農林課長　─────　青　葉　誠　也君　　病院事務部長　───　古　井　　　聡君
建設課長　─────　財　原　　　積君　　福祉保健課長　───　梅　林　千　恵君
保育園長　─────　田　邊　陽　子君　　会計管理者　────　花　倉　幸　江君
農業委員会事務局長　　小　澤　美知弥君　　地方創生専門監　──　山　中　慎　一君
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午前９時２０分開会
○議長（村上　正広君）おはようございます。
　本日、平成２９年第２回日南町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には公
私ともに御多忙の中、全議員の御出席をいただき、ありがとうございました。
　昨年末までに町内有権者の皆様にアンケート調査をお願いをいたしました。７６１通、
１，３５３人の有権者の方から御回答をいただきました。御協力に対し、厚くお礼を申し
上げます。御回答いただきました意見等を参考にしながら、議会基本問題調査特別委員会
で議員定数の決定がなされるものと思っております。今後も開かれた議会を目指し、取り
組んでまいりたいと思います。
　今期定例会は、平成２９年度の予算など重要な議案が上程され、新年度の指針が定めら
れる議会であります。住民福祉の向上に寄与するよう、議員各位の活発な御意見をいただ
き、御審議をいただきたいと思います。
　ただいまの出席は１１名であります。定足数に達していますので、平成２９年第２回日
南町議会定例会を開会いたします。
　直ちに本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。
　タブレットの報告ファイルをお開きください。地方自治法第１２１条の規定により、本
定例会に出席を求めた者は、タブレットの３ページの報告書のとおりであります。
　本町の監査委員から、平成２９年２月１７日付をもって、地方自治法第２３５条の２の
規定による例月出納検査の結果について報告がありました。タブレット４ページから１０
ページのとおり報告をいたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１　会議録署名議員の指名
○議長（村上　正広君）日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。
　会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において、１０番、久代安
敏議員、１１番、福田稔議員の２名を指名いたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２　会期の決定
○議長（村上　正広君）日程第２、会期の決定を議題といたします。
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　今期定例会の会期は、さきに議会運営委員会に諮問し答申を得ていますが、その会期は
本日３月２日から３月２４日までの２３日間であります。
　お諮りいたします。今期定例会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり、本日３月２
日から３月２４日までの２３日間とすることに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、会期は、本日から３月２４日ま
での２３日間に決定をいたしました。
　つきましては、今期定例会の運営について、格別の御協力をお願いをいたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第３　町長施政方針説明
○議長（村上　正広君）タブレットの議案ファイル１ページをお開きください。
　日程第３、平成２９年度の施政方針について、増原町長より説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）平成２９年度の施政方針について申し上げたいと思います。
　本日ここに平成２９年度第２回日南町議会定例会を招集いたしました。本定例会では、
当初予算９件、補正予算９件、条例の廃止・一部改正１０件、その他の議案３件と報告３
件について御審議をいただきますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。
　町政に関する報告及び提案理由の説明に入ります前に、私の２期８年目の最終年度にな
るわけでありますが、これまで町政の遂行に当たり、御協力をいただいた議員各位並びに
町民の皆様に、議場からではありますが、深い感謝を申し上げます。
　さて、新年度に臨むに当たり、町政運営における基本的な考え方と所信の一端を申し上
げ、議員各位並びに町民の皆様に御理解と御協力をお願い申し上げます。
　昨年は、日本の未来に向けて夢や希望につながる明るいことや、そして大きな自然災害
など明暗を分けた出来事が数多くありました。ブラジルで開催されたリオデジャネイロオ
リンピック・パラリンピックでは、日本選手の活躍が私たちに多くの感動を与えてくれま
した。３年後に迫った東京オリンピック・パラリンピックでのさらなる活躍が期待される
ところであります。また、東京工業大学名誉教授の大隅良典氏がノーベル生理学・医学賞
を受賞し、日本人が３年連続のノーベル賞受賞という大変輝かしい出来事もありました。
世界における日本人のこうした活躍は、未来を担う子供たちにとりまして大きな目標にな
るものと思っております。
　このような明るい話題がある一方で、熊本地震や鳥取県中部を震源とする地震、台風に
よる記録的な豪雨、さらには年末に新潟県糸魚川市で発生した大火、また、新年になって
の鳥取県中・東部の豪雪など大規模な災害が相次ぎました。東日本大震災から５年後に再
び大規模な地震が発生し、町内の事故とも相まって、自然の脅威と日ごろの備えの重要性
を改めて実感した年でもありました。
　このような中、我が国の経済は、安倍内閣によるアベノミクスの取り組みのもと、雇用
・所得環境が改善し、緩やかな回復基調が続いております。しかし、個人消費や民間設備
投資は力強さを欠いた状態となっており、今なお消費者マインドは停滞している状況であ
ります。さらに、アジア新興国経済の失速、イギリスのＥＵ離脱の交渉の開始、アメリカ
合衆国におけるトランプ大統領の就任やＴＰＰ協定の混迷など、海外経済の不確実性や金
融資本相場の変動が懸念され、先行きが不透明な情勢となっております。
　また、平成２７年に実施された国勢調査の結果、我が国の総人口は大正９年の調査開始
以来、初めて減少に転じ、人口減少局面への移行が現実のものとなり、今後における経済
規模の縮小や地方の衰退等が危惧されているところであります。日南町の人口も
５，０００人を割り、高齢化も５０％に届かんとするところであります。安倍内閣・政府
には具体的な施策をスピード感を持って実施していただくことでアベノミクスの効果を日
本の隅々まで波及させ、誰もが景気回復を実感できる社会の構築を期待するものでありま
す。
　これまで私は、日南町の町長として就任以来、日南町を次世代につなげる行政、ついの
住みかとして住んでよかったと思える町を町政運営の基本理念として、本町の新たなまち
づくりに誠心誠意取り組んでまいりました。保育料の無償化、小・中学校のＩＣＴ教育の
推進や国際交流、人口減少の中でのホームセンターやコンビニエンスストアの誘致、道の
駅を中心としたコンパクトビレッジの着手、消費税・国民健康保険税・介護保険料の据え
置きなど、それなりの成果が上がったものと自負しております。
　平成２９年度は、私の日南町長としての２期目の任期最終年度であります。くしくもこ
としのえとである「酉」という文字には、成熟するという意味があるとされております。
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平成２９年度は仕上げの年として、とり年にふさわしく成熟の年、そして地方創生に弾み
のつく年になりますよう、全力で各施策を展開してまいります。
　続きまして、平成２９年度予算（案）の概要について申し上げます。
　平成２９年度日南町一般会計歳入歳出予算総額は６７億５，５４３万円で、前年度予算
６４億１，３２９万円と比較して３億４，２１４万円、５．３％の増となっております。
また、各特別会計及び病院事業会計を合わせた予算総額は１０５億６，７７４万円で、対
前年度比２億８，５５９万円、２．８％の増となっております。一般会計における増額の
要因は、衛生費、農林水産業費、土木費において事業費の減額があるものの、教育費で対
前年比６億５，５３０万円の増となったことによるものです。
　歳入面では、人口減少に伴い、本町の納税義務者は年々減少傾向にある中、農業を中心
に産業収入の減少が見込まれることもありますが、賃金向上などから、町税全体で４億
４，９５７万７，０００円、前年度予算額に対して９２２万５，０００円、２．１％の増
額を見込んでおります。町債の発行につきましては、過疎債や臨時財政対策債に加え、緊
急防災減災事業債の増額などに伴い１４億４，６２５万円となり、前年比予算額８億
５，７１５万円と比べ、５億８，９１０万円、６８．７％の増となります。
　歳出面では、子育て世代への支援と定住施策の充実、人口増加対策に関連する経費が大
きく増加しました。また、引き続き国民健康保険税・介護保険料の据え置き、高齢者や障
がい者に関連する施策の経費についても同様に増加しており、後期高齢者医療制度事業を
初め、高齢者の在宅介護支援事業、障害者自立支援給付事業などが増加しました。さら
に、生活保護費や子ども医療費等の助成事業を初め、町民生活の安全向上のためのさまざ
まな施策を来年度も引き続き実施してまいります。
　社会資本整備としては、国の交付税が減額となっておりますが、普通建設事業費全体で
は５億１，１４５万円、４０．４％の増額となっております。なお、近年の自然災害の多
発を鑑み、本町においても、平成３０年度当初予算に計上を予定していた社会体育館新築
工事事業を国・県からのさまざまな補助金等を可能な限り活用しながら、緊急防災減災事
業債の活用を念頭に積極的に展開してまいります。
　本町は、昭和３４年４月１日に町制を施行いたしました。それから半世紀以上の時を経
ましたが、日南町の歴史をひもとけば、古事記や日本書紀にも幾つかの地名の記載があ
る、歴史ある町であります。先祖たちは日野川の山野を切り開き、その時代時代のまちづ
くりが現在の日南町の発展の礎を築いてきたことは明らかであります。
　全国的には人口減少時代を迎え、少子高齢社会はますます深刻さを増しています。た
だ、昨年の人口動態を見ると、社会減が２であり、プラスには転じませんでしたが、県下
でも５番目となることができました。
　こうした中、本町は昨年１０月に人口５，０００人を割り込み、今後も高齢者を中心に
自然減の人口減少が見込まれる、全国でも注目される町となっています。しかし、いずれ
日本全体が日南町同様、人口減少を迎えることは避けられません。それに備えるために
も、３０年後の中山間地域のモデルとなる町とするため、良質なまちづくりと、さらなる
戦略的まちづくりが必要と考えます。町制施行記念の年を重ねるため、今こそ新たなスタ
ートラインに立ち、住み続ける価値の高い、持続可能なまちづくりを目指し、布石を打っ
てまいります。
　まず初めに、日南町の重要施策の一つである子育て・教育環境の充実について申し上げ
ます。
　過疎、少子高齢化の中、日南町でも年間出生数が２０人台となり、ことし３月卒業する
日南中学校３年生が、現在のところ、最後の２クラス編制となっております。しかし、保
育料の無償化を開始した２８年でいえば、２０人台後半まで、そして第４子の出産や乳児
等と一緒にＵＩターンされる方がふえております。にちなん保育園での待機児童を回避す
るため、にちなん保育園の改修事業を行います。さらに、３歳まで家庭内で育児を行われ
る家庭に対しては、１歳までは鳥取県と共同で、１歳から３歳までは日南町独自で毎月３
万円を支給する制度を始めます。
　小・中学校では小中一貫教育をより推進し、インターネット環境を活用した教育で無線
インターネット、デジタル教材の整備を行います。さらに、英語教育の低学年化も見据え
て昨年から始めた児童生徒海外派遣事業の継続や英語検定の補助事業などを行い、世界的
視野を持った人材を育てるという目標を持って取り組みます。
　新規の事業として、高校生への支援として高等学校教科書等助成事業を行いますが、小
学校から高等学校まで連続しての教科書無償化を行います。
　次に、定住対策についてであります。ことし１月開催の第１回臨時会で議会発議による
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日南町いきいき定住促進条例を基本に積極的な定住施策を行い、地方創生の一丁目一番地
である人口増加対策に取り組んでまいります。具体的には、生山定住促進団地について、
格段に有利な補助制度での売り出しを開始いたします。
　長寿社会の進展により、子供たちから高齢者、障がい者が地域で元気に日々の生活を送
るために、行政が担う役割は非常に大きいと実感しております。
　住民全体にかかる負担である消費税、国民健康保険税及び介護保険料は据え置きでお願
いしたいという方針で進めております。病院事業については、ベッド数に対する交付税の
減額により新年度も赤字を免れない可能性もありますが、地域医療の核として存続するた
めの改革、一般会計からの繰り出しも最終的には仕方がないと考えます。また、町民福祉
の一翼を担う日南福祉会に対しましても支援を行うことを考えております。施設介護や在
宅介護のニーズは、住民パワーや家庭内だけでは補うことはできません。根本的な問題で
ある福祉スタッフの充実を図らない限り、この解決にはなりませんので、その方向性をと
もに探ってまいりたいと思っております。
　こうした中、かねてから要望の強かった障がい者グループホームたんぽぽの家改修事業
に着手し、就労支援・障がい者福祉計画と連携をした、本当に日南町に住む誰もが生き生
きとした生活が送れるような環境づくりを進めます。
　また、ネウボラ事業、妊娠期から子供の就学までの家庭支援事業にも取り組みます。こ
れは子育て支援センターや母子保健事業が連携して、妊娠期から切れ目のない子育て支援
をより充実させるものです。また、日南福祉会があかねの郷で行っております事業所内保
育も継続支援してまいります。
　高齢者福祉に対しましては、支え愛ネットワーク、高齢者見守りシステムなどを継続し
て行い、ついの住みかとして日南町に住み続けていただけるよう事業を継続させてまいり
ます。交通空白地帯の多い日南町でありますが、交通弱者でもある７０歳以上の運転免許
証を持たない方に対して、一律年間２万円分のタクシー助成券を配布させていただくこと
にいたしました。住んでいる場所やバス停留所までの距離、身体の自由度など課題や御不
満はあるかと存じますが、町営バス運行時間変更とあわせ、試行しながら、御意見をお聞
かせいただきたいと思っております。
　振り返りますと、鳥取県西部地震から１６年、東日本大震災からも６年が経過しまし
た。東日本大震災の復興はまだ道半ばにありますが、昨年４月には熊本で大規模な地震が
起こり、１０月には鳥取県中部でも大きな地震がありました。地震に限らず、新潟県糸魚
川市や大手流通業者倉庫では大規模な火災が発生し、住民生活に多大な被害をもたらしま
した。また、町内でも水路に起因する事故が発生し、御家族のみならず、地域の皆様にも
多大な御迷惑をおかけいたしました。災害はいつどこで起きるか予想がつかず、いざとい
うときのために常に防災・減災に対する体制づくりを備えておく必要があります。
　こうした中で、２９年度にはデジタル防災無線設計業務に着手し、３年程度の期間で更
新を図るとともに、地域から要望の多い屋外拡声機の増設もあわせて設計の中に入れ込み
ます。さらに、防災マンパワーの中心となる消防団や防災士の育成、防災消防施設の整
備、地域の避難所改修や防犯街灯のＬＥＤ化も継続してまいります。
　また、空き家対策、老朽化して使用されない公共施設の撤去、有害鳥獣対策、治山事
業、落石防止事業、橋梁点検・工事、舗装・水路補修、河床掘削など、地域からの要望に
積極的に取り組みます。
　町のにぎわいの創出と地域経済の活性化には、定住人口とともに交流人口の増加は欠か
すことのできない要素です。平成２９年度においては、道の駅にちなん日野川の郷を中心
とした交流人口、既設のふるさと日南邑、ゆきんこ村、花見山スキー場等、そして大宮・
阿毘縁の古民家施設等、歴史ある神社仏閣等を有機的に結びつけた古民家ツアー、農村体
験ツアーなどを開発し、まず日南町を知り、訪れ、好きになり、定住するという、交流か
ら定住に向けた人の流れをつくっていきます。また、民間でのレンタカー事業の参入もあ
り、より多様なサービスも可能となってまいります。
　道の駅につきましては、売上利益としては計画達成となったものの、経常経費が計画を
上回り、赤字となりました。今年度はこの反省に基づき、しっかりとした経費と販売計画
を作成し、委託料内での経常経費確保を目指します。しかし、この道の駅については来客
数約１５万人、町内農林水産物販売額４，８００万円、雇用創出２６人を生み出したこと
は光明とも言えます。この光をもっと大きくともしていかなければなりません。これを実
現するためには、平成２９年度には日南町観光協会の大幅強化を図ります。議会の質問で
も答弁したとおり、道の駅関連施設内に事務局を常設し、魅力的な農林水産物の６次産業
化や情報の受発信、各種行事を実施する中核に位置づけます。
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　日南町の地方創生戦略では農林業を成長産業と位置づけておりますが、既存の商工業の
維持・発展も大きな要素であります。引き続き住宅リフォーム制度やチャレンジ企業支
援、公共事業の町内優先指名を行います。
　また、農業では野菜主要４品目に加えて、多様なニーズに沿った新規野菜の多品目栽培
試験や、引き続き日南町産米のブランド化、阿毘縁地区の基盤整備などに取り組んでまい
ります。また、和牛の繁殖牛の優秀種導入や後継者育成も行います。
　林業分野では、昨年、協定書を締結した株式会社大建工業の森林カスケード利用計画を
より深化させるとともに、素材生産量の拡大、Ｃ、Ｄ材、広葉樹の活用、ＦＳＣ認証材の
東京オリンピック・パラリンピックでの優先利用運動への取り組み、再生可能エネルギー
の普及と活用などに取り組んでまいります。また、平成３０年度政府税調では森林環境税
に対する結論が出されようとされておりますが、これは、森林の持つ二酸化炭素吸収・酸
素排出という日南町が先駆けて取り組んだことが税制面で認められるか否かという大きな
問題であります。この税が町に入ってくれば、全伐から植林という循環が再び生まれま
す。
　農林業を担う人材育成について、日南町出身の後継者、いわゆるＵターン者と新規就農
林業後継者、いわゆるＩターン者の研修の場として、エナジーにちなんが中途から担って
まいりましたが、ここ数年間、その指導力不足を理事長を兼ねております自分自身として
も感じております。この際、大きく方向転換を行い、採用については、みずから志向する
だけでなく、農林事業者からの推薦も加えて、推薦される農林事業者を主たる研修先とし
て指定し、必要な合同研修のみエナジーにちなんで行うという方向に転換する予定であり
ます。また、時期を見て、農業と林業の研修を分けた組織全般の見直しも考えたいと思っ
ております。
　これまで何度も申してきましたように、日南町のあるべき姿はミニ地方都市ではありま
せん。日野川の源流として、カタクリ、日本サクラソウ、ヒメボタル、オオサンショウウ
オ、もみじ、雲海など四季折々に風情を変える自然に包まれ、その自然が育んだ水や空
気、土から育まれたものを周辺の町々へ届けるというのが私の理想であります。そのため
にも、できる限り再生可能エネルギーを使い、希少動植物を守り、自然を守っていくとい
う施策にも力を入れてまいります。
　私は、これまで効率的で効果的な町政運営に努めてまいりましたが、行財政改革など日
南町の取り組みは終わりなき挑戦であると考えております。しかも、日南町の挑戦は、い
まだかつてどの自治体も行ったことのない、超過疎で広大な面積を有する中山間地域の挑
戦であります。３０年後の中山間地域イコール日南町でありますので、先行する事例はあ
りません。成功もあり、失敗も多くあると思いますが、何かを始めて動かない限り、先人
が培ってこられた日南町、そして町民の皆様のふるさとは、かつて日南町という町があっ
たと語られる場所になってしまうでしょう。そのためには、一歩でも前に、時には膝を使
い、時には草木にすがってでも前進するしかないというふうに考えております。
　私には時として眠れぬ夜があります。今行っていることが本当に日南町の役に立ってい
るのだろうか、先人の労苦を無為にしてるんではないだろうか、何もしないほうがよっぽ
どましではないだろうか、５，０００人の町民の皆様の期待に応えているのか、よりよい
施策がもっとないのかなどなど、皆様も同様の経験をされていると思います。そんなと
き、いつも思い出す言葉があります。それはメアリー・ピックフォードというアメリカの
女優であり、後には実業家として成功した女性の言葉です。映画女優として「アメリカの
恋人」とまで言われながら、大変な倹約家であり、幾つかの会社、化粧品会社等も起業し
た女性です。その言葉とは、「失敗とは転ぶことではなく、転んだまま起き上がらないこ
とです」という言葉です。そして、私も新しい朝を迎えるために起き上がるのです。
　新年度、平成２９年度も引き続き終わりなき挑戦を続ける覚悟であります。改めまして
町民の皆様並びに議員各位の御理解と御協力をいただきますようお願い申し上げ、新年度
の町政に臨む私の施政方針といたします。平成２９年３月２日。日南町長、増原聡。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第４　発議第２号
○議長（村上　正広君）タブレット１１ページから、日程第４、発議第２号、日南町議会
委員会条例の一部改正についてを議題といたします。
　本件につき、提案の趣旨についての説明を求めます。
　議会基本問題調査特別委員会委員長、坪倉勝幸議員。
○議会基本問題調査特別委員会委員長（坪倉　勝幸君）発議第２号、日南町議会委員会条
例一部改正について。次のとおり、日南町議会委員会条例の一部を改正することについ
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て、地方自治法の第１０９条第６項及び第７項並びに会議規則第１４条第３項の規定によ
り提出いたします。平成２９年３月２日。日南町議会議会基本問題調査特別委員会委員
長、坪倉勝幸。
　日南町議会委員会条例の一部を改正する条例であります。配付しております資料にあり
ますように、日南町議会委員会条例の別表（第２条関係）に、新しく議会広報常任委員
会、１つの委員会を追加するものであります。所管事項は、議会だよりの編集及び発行に
関する事項であります。
　附則といたしまして、この条例は公布の日から施行する。附則の２として、この条例に
よる改正後の別表の規定は、この条例の施行の日後、初めて委員を選任される日以降に委
員に選任された常任委員会について適用し、この条例の施行の際、現に委員に選任されて
いる委員については、なお従前の例によるというものであります。どうぞよろしくお願い
します。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　日程第４、発議第２号、日南町議会委員会条例の一部改正についての討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　発議第２号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され
ました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第５　議案第６号
○議長（村上　正広君）タブレット１３ページ。日程第５、議案第６号、町道の路線認定
についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第６号、町道の路線認定について。次のとおり、町道の路線
を認定することについて、道路法第８条第２項の規定により、本議会の議決を求めるもの
でございます。
　認定する路線といたしましては、路線番号３２３５、路線名が太田原線、起点が日南町
生山字清水田３９５－１、終点が日南町生山字樋ノ口４０８－１１。延長が３３４．６メ
ーターございまして、幅員が７メーター、車道の幅員は５．５メーターであります。具体
的に場所といたしましては、いわゆる道の駅の裏側を回った路線であります。よろしくお
願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　日程第５、議案第６号、町道の路線認定についての討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔討論なし〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　議案第６号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され
ました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第６　議案第７号
○議長（村上　正広君）タブレット１５ページ。日程第６、議案第７号、日南町と鳥取県
との間の地方公共団体における情報通信技術の共同化に関する事務の委託に関する協議に
ついてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。

ページ(8)



日南町第２回定例29年３月２日
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第７号、日南町と鳥取県との間の地方公共団体における情報
通信技術の共同化に関する事務の委託に関する協議について。次のとおり、日南町と鳥取
県との間の地方公共団体における情報通信技術の共同化に関する事務の委託に係る規約の
制定に関し協議することについて、地方自治法第２５２条の１４第３項において準用する
同法第２５２条の２の２第３項の規定により、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要といたしましては、県及び県下全市町村が参加して進めております情報通信技術の
共同化、鳥取県自治体ＩＣＴ共同化推進協議会が進めておりますが、において、情報シス
テムの標準化及び共同化、運用上の安全性の確保、情報通信技術に関する業務に対応でき
る職員の育成に係る事務の一部を県に委託することに当たり、規約を制定することについ
て関係地方公共団体の議会の議決を求めるものでございます。日南町と鳥取県の間で進め
ておりますＩＣＴ共同化に係る事務の一部を鳥取県に委託するものでございます。よろし
く御審議いただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）これは補正予算に出ておりますセキュリティクラウドの関
係の予算と同じ内容でしょうか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）補正予算に今回出させていただいたセキュリティクラウド業
務につきましても、このＩＣＴ協議会で取り組んでいる事務の一部でございますけども、
今回のこの協議につきましては、いわゆる事務局業務を今、ＩＣＴ推進協議会のほうに組
織として協議会で事務局業務を行っております。その中で、人を採用する問題であると
か、そういったところで、なかなか事務局業務の中での課題が出てまいりました。そうい
う関係で今回、全市町村が県に事務を委託するという形で、こういった業務の効率化を図
るということでの事務の委託を結ばさせていただきたいという趣旨でございますので、よ
ろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）セキュリティー部分については補正予算でありますけど
も、全体の事業の委託費っていうのは年間どれぐらい想定されるんですか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）全体の事業費の、今ちょっと資料持ってございませんけど
も、日南町に関連する部分でいいますと、本年度、行政イントラといいます行政間での情
報の共有をする部分、それと、大きなものでいいますと、今回の補正でも出ておりますセ
キュリティクラウドを全県下、全市町村で構築をする部分、こちらにつきましては数億と
いう大きな事業費になってまいりますけども、それを全県下で構築するということで、日
南町の部分は数百万というふうな安価なもので、負担金で構築できておるというふうなこ
とでございます。全体につきましては、またちょっと資料提供させていただきたいという
ふうに思いますので、後日、まとめた資料を提出させていただきます。
○議長（村上　正広君）ほかにありませんか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第７号は、審議の都合により、本
日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第７号は、質疑までにとど
めることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第７　議案第８号
○議長（村上　正広君）タブレット１９ページから。日程第７、議案第８号、日南町過疎
地域自立促進計画の一部変更についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第８号、日南町過疎地域自立促進計画の一部変更について。
次のとおり、日南町過疎地域自立促進計画の一部を変更することについて、過疎地域自立
促進特別措置法第６条第７項において準用する同条第１項の規定により、本議会の議決を
求めるものでございます。
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　概要といたしましては、日南町過疎地域自立促進計画、これの計画期間が平成２８年４
月１日から平成３２年３月３１日の間でありますけども、この中で過疎債の財政支援を受
けて実施する事業名と事業内容の一部を変更するものでございます。
　内容といたしましては、１番目に産業の振興といたしまして、合板製材生産強化支援事
業、これはメニューの追加でありますけども、いわゆる森林組合の選木機を示しているも
のでございます。それから２番目に、４番目の、これは、４というのは過疎計画の４であ
りますけども、交通通信体系の整備、情報及び地域間交流の促進の中で、町道の落石危険
防止対策事業を、これを加えるものでございます。これは特に飛時原線等、整備を始めて
おりますけども、そちらのほうを加えるということであります。それと６番目、高齢者の
保健福祉の向上及び増進でありまして、家庭内介護力の向上ということで、これはメニュ
ーのソフト部分の追加ということであります。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第８号は、審議の都合により、本
日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第８号は、質疑までにとど
めることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第８　議案第９号
○議長（村上　正広君）タブレットの８８ページ。日程第８、議案第９号、木下文庫基金
条例の廃止についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第９号、木下文庫基金条例の廃止について。次のとおり、木
下文庫基金条例を廃止することについて、地方自治法第９６条第１項の規定により、本議
会の議決を求めるものであります。
　御承知のように、木下文庫といいますのは、たしか昭和３８年ぐらいだったと思います
けども、故初代木下太郎町長の御遺志によりまして木下文庫というものが１００万円、当
時、町のほうにいただきました。それで児童図書等の充実を図れということで使ってきた
わけでありますけども、正直なところ、ここ最近の金利の低迷の中ではほとんど利潤が出
ていないということで、塩漬けになっておるような状況でございます。今回、木下家等々
の維持管理というふうなことも含めまして、今、協議をしておりますが、木下家を含む古
民家の活用対策のために、これの事業を廃止し、その資金の一部に充てるというふうなこ
とで、初代の木下太郎様の御遺志にも沿うような形で活用したいというふうに思うところ
であります。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第９号は、審議の都合により、本
日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第９号は、質疑までにとど
めることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第９　議案第１０号　から　日程第１０　議案第１１号
○議長（村上　正広君）タブレットの８９ページから。日程第９、議案第１０号、日南町
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について、日程第
１０、議案第１１号、日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
について、以上、条例の一部改正関係２議案を一括議題といたします。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第１０号、日南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費
に関する条例の一部改正について。次のとおり、日南町特別職の職員で常勤のものの給与
及び旅費に関する条例の一部を改正することについて、地方自治法第９６条第１項の規定
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により、本議会の議決を求めるものでございます。
　今回の場合は、特別職の職員の給与、具体的に言いますと、町の町長、副町長、教育長
の三役であります。これの法律の改正に準じ、日南町特別職の職員で常勤の者の給与及び
旅費に対して条例の一部を改正するものでございます。内容といたしましては、期末手当
の支給月数を３．１５月から３．２５月に引き上げるものでございます。施行期日は、こ
の条例は４月１日からということに考えております。
　続きまして、議案第１１号、日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一
部改正について。次のとおり、日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正することについて、地方自治法第９６条第１項の規定により、本議会の議決を
求めるものでございます。
　これも人勧規則に基づきまして、日南町議会議員の条例の一部を改正するものでござい
ます。具体的に、先ほど申し上げましたように、同じでありまして、期末手当の支給月数
を３．１５月から３．２５月に引き上げるものでございます。施行期日も、同じく４月１
日からということでお願いをしたいと思っております。
○議長（村上　正広君）これより各案に対する質疑を許しますが、質疑の際は議案番号を
お示しの上、質疑をしていただきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１０号、議案第１１号は、審議
の都合により、本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第１０号、議案第１１号
は、質疑までにとどめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１１　議案第１２号
○議長（村上　正広君）タブレット９１ページから。日程第１１、議案第１２号、日南町
簡易水道事業に勤務する職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正についてを議
題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第１２号、日南町簡易水道事業に勤務する職員の給与の種類
及び基準に関する条例の一部改正について。次のとおり、日南町簡易水道事業に勤務する
職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正することについて、地方自治法第
９６条第１項の規定により、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要といたしましては、雇用保険法の一部を改正する法律の第２条により、日南町簡易
水道事業に勤務する職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正するものでござ
います。
　内容といたしましては、「高年齢継続被保険者」を「高年齢被保険者」に改める、「広
域求職活動費」を「求職活動支援費」に改めるものでございます。この内容といたしまし
ては、高年齢被保険者、今回のにつきましては、今回の雇用保険法の改正により、６５歳
以上の労働者に対しても雇用保険が適用されることになりました。そのためのことでござ
います。それから、求職活動支援費、従来は公共職業安定所の紹介により、遠隔地の求職
活動をする場合に支給されていた交通費が、今回の、交通費に対し、いわゆる遠隔地を往
復３００キロから往復２００キロに緩和するとともに、求人者との面接や教育訓練の受講
に対し、子供の一時預かり等も対象となったということであります。
　この条例は、公布の日から施行し、改正後の日南町簡易水道事業に勤務する職員の給
与、この条例に対しては、１月１日からということで改正をしたいと思っております。よ
ろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１２号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第１２号は、質疑までにと
どめることに決定をいたしました。
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　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１２　議案第１３号
○議長（村上　正広君）タブレット９３ページから。日程第１２、議案第１３号、日南町
個人情報保護条例の一部改正についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第１３号、日南町個人情報保護条例の一部改正について。次
のとおり、日南町個人情報保護条例の一部を改正することについて、地方自治法第９６条
第１項の規定により、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要といたしましては、個人情報の保護に関する法律及び行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関する法律の一部を改正する法律第６条により、日南町
個人情報保護条例の一部を改正するものでございます。
　いわゆるマイナンバーということでございますけども、内容といたしましては、番号法
の第２６条の新設に伴う条ずれの修正、それから、２番目には、条例で定めた独自利用事
務における情報連携の利用に関する改正であります。現在、日南町では独自利用というふ
うなことはしておりません。いわゆる独自利用の趣旨としましては、個人番号は、法定事
務以外では社会保障、地方税、防災分野の事務において条例で定めた場合、利用すること
ができるとされておりますが、この独自利用事務については、情報提供ネットワークを用
いた情報連携が可能になり、日南町では、現在、条例で定めたこの独自情報がないため、
今回の改正に基づく情報連携は当面行う予定はございませんが、今後の独自利用を定めた
ときに備えて改正するものでございます。
　これにつきましては、この条例は、行政手続における特定の個人を識別するための条例
のための番号の利用等に関する法律における施行の日から施行するということであります
が、具体的に今のところは平成２９年５月３０日というふうに想定をされております。以
上であります。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１３号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第１３号は、質疑までにと
どめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１３　議案第１４号
○議長（村上　正広君）タブレット９５ページから。日程第１３、議案第１４号、日南町
税条例等の一部改正についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第１４号、日南町税条例等の一部改正について。次のとお
り、日南町税条例等の一部を改正することについて、地方自治法第９６条第１項の規定に
より、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要といたしましては、社会保障の安定財源の確保を図る税制の抜本的な改革を行うた
めの地方税法及び地方交付税法の一部を改正する法律の一部を改正する法律及び地方税法
施行令の一部を改正する政令等の法律が平成２８年１１月２８日にそれぞれ公布されまし
て、いずれも、原則として公布の日から公布され、原則として公布の日から起算して１年
を超えない範囲内において政令で定める日から施行されることとなりました。これに伴
い、日南町税条例等の一部を改正するものでございます。
　具体的には、例えば個人住民税における住宅ローン制度の適用期限の延長でありますと
か、軽自動車税のグリーン化特例、それから軽自動車税の環境性能割の導入の時期が変更
となったための変更、そのようなことが入っております。
　施行期日といたしましては、この条例は、公布の日から施行する。ただし、第１条中、
条例第３６条の２第１項ただし書きの改正規定は、特定非営利活動法の一部を改正する法
律、いわゆるＮＰＯでありますけども、の施行の日から施行するということであります。
よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
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　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１４号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第１４号は、質疑までにと
どめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１４　議案第１５号
○議長（村上　正広君）タブレット１１２ページから。日程第１４、議案第１５号、日南
町特別医療費助成条例の一部改正についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第１５号、日南町特別医療費助成条例の一部改正について。
次のとおり、日南町特別医療費助成条例の一部を改正することについて、地方自治法第
９６条第１項の規定により、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要といたしましては、特別医療費助成対象のうち特定疾病、ひとり親家庭、小児の助
成対象となる経費に訪問介護に係る経費を追加し、その経費について助成を行うものであ
ります。
　内容といたしましては、近年、超未熟児、先天的な疾病または慢性疾病等により、医療
機関で治療を行い、在宅医療後も医療的なケアが必要となる場合がふえており、在宅移行
後も安心して地域で療養生活を送ることができるよう、訪問介護に係る経費の負担軽減を
図るものでございます。具体的に言いますと、患者負担割が大体１日５３０円でありまし
て、補助率は２分の１ということであります。
　この条例は、平成２９年４月１日から施行するということでありますので、よろしくお
願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１５号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議はありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第１５号は、質疑までにと
どめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１５　議案第１６号
○議長（村上　正広君）タブレット１１５ページから。日程第１５、議案第１６号、日南
町農林業担い手研修施設の設置及び管理に関する条例等の一部改正についてを議題といた
します。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第１６号、日南町農林業担い手研修施設の設置及び管理に関
する条例等の一部改正について。次のとおり、日南町農林業担い手研修施設の設置及び管
理に関する条例等の一部を改正することについて、地方自治法第９６条第１項の規定によ
り、本議会の議決を求めるものでございます。
　これは具体的には、日南邑、ゆきんこ村、そしてイチイ荘が対象になるわけでございま
すけども、宿泊をした場合、近接のいわゆる民間の施設と比べて非常に安いということで
ありまして、なかなか利益の幅が少ないということで、今回、料金の適正化を図るため、
料金を改定するものでございます。いわゆる宿泊費のみの上限を上げるものでございま
す。
　施行期日といたしましては、４月１日ということで、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）今、提案説明がありましたけども、この宿泊料の値上げと
いうことですけども、個室で１人当たりの部屋でいえば２，３００円ですか、という、パ
ーセントにすれば大幅な値上げになるわけで、先ほど、近隣の町村あるいは町内のほかの
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宿泊施設等ともいろいろ考慮されて決められたということなんだけども、余りにも、一度
にこれだけ大幅な値上げってどうなのかなと。言えば、そういう農林業研修施設で、そう
いう趣旨でつくられたところは、やっぱりある程度低廉な宿泊料で泊まれるというのも一
つの売りにはなると思うんですよね、ログハウスにしても個室にしても。そういう点から
見て、ちょっと値上げ幅は急激過ぎるじゃないかということと、あと、この宿泊単価は何
年前から値上げされてないのかということもわかれば、例えば１０年ぶりとか２０年ぶり
とかいうことがわかれば教えていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願い
します。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）まず、これはいわゆる上限価格でありますので、ここまで上げる
ということではなくて、その範囲内で考えていただくということになりますので、この金
額がそのまま宿泊費用ということではなくて、施設によっては、具体的に言いますと、イ
チイ荘や日南邑あたりでも、例えばツインの部屋を１人で使われるというふうなケースも
あったりすると効率が非常に悪い、それから、例えばツインの部屋をツインで使っていた
だくと、そのまま取るのかということもありますので、その辺のところはその施設の中で
考えて決めていただきたいというのが１点あります。
　それと、いつから上がってないかということになりますと、イチイ荘につきましては、
改修する以前ですので、今から２０年ぐらい前から上がっておりません。それから、日南
邑もゆきんこ村も、たしか一回、指定管理になったときに見直しとるというふうに思いま
すけども、そのときの以前からいうと、やはりこれも２０年ぐらいは見直していないんじ
ゃないかなというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）今の町長の答弁だと、あくまでも条例で決めたのは上限だ
と。あと、それぞれ指定管理を受けておられる者が状況に応じて判断されるということだ
けども、それにしてもちょっと非常に曖昧な決め方ではないかなというふうには思うんで
すけども、実際に町が設置者である施設の指定管理者の間で、やっぱりよく話をされない
と、宿泊単価が違うという、施設によって、かなり単価が違うということになれば、また
それも問題になりはしないかなというふうに思うんで、その点の考え方もお聞きしておき
たいと思います。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）宿泊料金につきまして、今、町内の３施設の宿泊料の条例改
正ということで御提案申し上げておりますけれども、先ほど町長が申しましたように、条
例上の上限措置を設け、現在の利用料から上限までの、実際の宿泊料の設定については事
業者のほうと協議して決めるというぐあいに御説明申し上げました。先ほど議員のほうか
ら、この３者ともに、３者とも町内の宿泊料金という観点から調整をということでござい
ますので、当然、指定管理者のほうにもその旨を連絡をして、町内でどの程度の宿泊料が
適切であるかというようなことは指定管理者間で議論をさせていただきたいというぐあい
に思って、調整をさせていただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）ほかによろしいですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１６号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第１６号は、質疑までにと
どめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１６　議案第１７号
○議長（村上　正広君）タブレット１１９ページ。日程第１６、議案第１７号、日南町保
育所の設置及び管理運営に関する条例の一部改正についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第１７号、日南町保育所の設置及び管理運営に関する条例の
一部改正について。次のとおり、日南町保育所の設置及び管理運営に関する条例の一部を
改正することについて、地方自治法第９６条第１項の規定により、本議会の議決を求める
ものでございます。
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　これは、多里保育園の廃園ということをうたっております。多里保育園の項目を削除す
るものでございます。多里保育園と申しますのは、郡内でも一番最初にたしかできたとい
うふうに聞いております、歴史がある保育園でありますけども、保護者の方々にも入園希
望というのもこの秋に聞いたわけでございますけども、ないというふうなことであります
し、先般、多里のまちづくり協議会の中でもそのような報告をさせていただきまして、異
論がなかったということでございますので、普通財産のほうに持っていきたいというふう
に思っております。今後の活用につきましては、地元と十分協議をして決めていきたいと
いうふうに思っております。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）廃園になるということですが、それはそれとして、地域の
皆さん等の了解が得られとるということだけども、この間ずっと休園になってたわけです
よね。こういう施設の維持管理のことと後利用、町長、説明されましたけども、この後利
用をどうしていくかということも、普通財産としてですね、どう維持管理していくかとい
うことも非常に問題になるとは思うんですけども、その点について、庁内でいろいろ今検
討、条例が正式に廃園ということになってからかとは思いますけども、その点についてど
ういう考え方をされておるのかということ、これまで既にもう休園になっていた経過も含
めて、どうなのかということをお聞きしておきたいと思います。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）一昨年になりますけども、一昨年もなかったという中で、いろい
ろ地元でも協議をされておりましたり、昨年行ったまちづくり懇談会以降にも、こういう
ふうに使いたいというふうな意向も出てきております。ただ、御承知のとおり、多里に
は、例えば旧多里農協の２階の施設とか、それから桜ケ瀬会館というのが隣接してござい
ます。いろんな施設が、正直なところ空き施設としてなっておりますので、それらの活用
も含めてやはり考えていかないと、どっかの一部だけを使って、施設がどんどんあくとい
うふうなことは好ましくないというふうに思っておりますので、十分多里のまち協である
とか、それから利用される方等とも話をしていきたいというふうに思って、そのような打
診もしておるところでございます。
○議長（村上　正広君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１７号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第１７号は、質疑までにと
どめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１７　議案第１８号
○議長（村上　正広君）タブレット１２０ページ。日程第１７、議案第１８号、日南町立
生活改善センターの設置及び管理に関する条例の一部改正についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第１８号、日南町立生活改善センターの設置及び管理に関す
る条例の一部改正について。次のとおり、日南町立生活改善センターの設置及び管理に関
する条例の一部を改正することについて、地方自治法第９６条第１項の規定により、本議
会の議決を求めるものでございます。
　具体的には、阿毘縁生活改善センターの解体ということで、同項を削除するものでござ
います。阿毘縁生活改善センターは、多分、皆さん御存じだと思いますけども、阿毘縁会
館の真横の山の少し小高いところの上にある建物でございます。鉄骨造でありまして、以
前は集会所として使っておられましたけども、なかなか場所が高いというふうなことで、
阿毘縁会館ができた後は、ほとんど使われなくなったということであります。何回かこの
物件について販売、売買ということも考えて協議させていただきましたけども、正直なと
ころ、修繕費のほうが非常にかかるというふうなことがあって、売買は成立しませんでし
た。今回それを、非常にもう裏のほうが傷んでおりますので、この際、危険家屋、危険な
公共施設ということで、新年度で解体をしたいというふうに思うところであります。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
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　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１８号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第１８号は、質疑までにと
どめることに決定をいたしました。
　ここで暫時休憩をいたしたいと思います。再開は１０時５０分といたします。
　　　　　　　　　　　　　午前１０時３７分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　午前１０時５０分再開
○議長（村上　正広君）休憩前に引き続き、会議を再開いたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１８　議案第１９号　から　日程第２６　議案第２７号
○議長（村上　正広君）タブレットの補正予算ファイルをお開きください。日程第１８、
議案第１９号、平成２８年度日南町一般会計補正予算（第７号）、日程第１９、議案第
２０号、平成２８年度日南町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）、日程第２０、議
案第２１号、平成２８年度日南町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）、日程第
２１、議案第２２号、平成２８年度日南町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）
、日程第２２、議案第２３号、平成２８年度日南町介護保険特別会計補正予算（第３号）
、日程第２３、議案第２４号、平成２８年度日南町介護サービス事業特別会計補正予算（
第２号）、日程第２４、議案第２５号、平成２８年度日南町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）、日程第２５、議案第２６号、平成２８年度日南町再生可能エネルギー発
電事業特別会計補正予算（第２号）、日程第２６、議案第２７号、平成２８年度日南町病
院事業会計補正予算（第２号）、以上、補正予算関係９議案を一括議題といたします。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第１９号、平成２８年度日南町一般会計補正予算（第７号）
。平成２８年度日南町の一般会計補正予算（第７号）を、次の定めるところによります。
　歳入歳出予算の補正でありますけども、歳入歳出それぞれ２億８２８万５，０００円を
減額し、歳入歳出総額をそれぞれ６４億８，２０２万６，０００円とするものでございま
す。それから、繰越明許費につきましては、第２表の繰越明許費によります。また、債務
負担行為の補正につきましては、第３表に記載をしております。地方債の補正につきまし
ては、第４表の地方債補正によるものでございます。
　これらにつきましては、後から別途説明させます。
　続きまして、議案第２０号、平成２８年度日南町国民健康保険特別会計補正予算（第３
号）でございます。
　歳入歳出予算の補正でございまして、歳入歳出をそれぞれ９２３万円を減額し、歳入歳
出それぞれを、総額を８億１，０１３万２，０００円とするものでございます。
　続きまして、議案第２１号、平成２８年度日南町簡易水道事業特別会計補正予算（第３
号）でございます。
　歳入歳出予算の補正でございまして、それぞれ８，３１２万３，０００円を減額し、歳
入歳出それぞれ２億１，７３４万９，０００円とするものでございます。また、これにつ
きましては、繰越明許費の補正の議案と地方債の補正がございますので、御承知くださ
い。
　続きまして、議案第２２号、平成２８年度日南町農業集落排水事業特別会計補正予算（
第４号）でございます。
　歳入歳出にそれぞれ４２３万円を追加し、歳入歳出それぞれを２億８２４万４，０００
円とするものでございます。これにつきましても、繰越明許費と地方債の補正がございま
す。
　続きまして、議案第２３号、平成２８年度日南町介護保険特別会計補正予算（第３号）
でございます。
　これにつきましては、歳入歳出予算の総額の区分の、補正額はゼロでございますけど、
中の組み替えがありますので、今回上げるものでございます。
　続きまして、平成２８年度日南町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）でござ
います。
　歳入歳出予算の補正をそれぞれ５０万を減額し、歳入歳出それぞれ１億４，０５０万
５，０００円とするものでございます。
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　続きまして、議案第２５号、平成２８年度日南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号）でございます。
　歳入歳出予算の補正でございまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９，０９９万
８，０００円とするものでございます。これにつきましても、補正額は、繰入金が減額に
なるというものでございます。
　議案第２６号、平成２８年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計補正予算（第
２号）でございます。
　歳入歳出のほうからそれぞれ５０万円を減額し、歳入歳出の総額をそれぞれ１８４万
５，０００円とするものでございます。
　続きまして、議案第２７号、平成２８年度日南町病院事業会計補正予算（第２号）でご
ざいます。
　収益的収支から、補正額が、減額の６，７４６万８，０００円を減額するものでござい
ます。これにつきましては、事業管理者のほうから詳しく説明させますので、よろしくお
願いいたします。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）それでは、病院以外の補正予算につきまして、私のほうから
説明させていただきます。補正予算データの６ページをお開きいただけますでしょうか。
　そこには繰り越し事業の一覧が載っております。まず、款項の次の欄に事業名とありま
すけども、一般会計において１０事業で総額４億１７６万円の繰越額、主な内容は、バス
購入、小水力の導水路の復旧工事、選木機の導入、それと治山工事４カ所、林道、道路等
の改修工事でございます。また、特別会計におきましては、簡易水道事業会計で１事業に
５００万円、農業集落排水事業で２事業に２，４８９万９，０００円となっております
が、公会計への移行に伴うシステム導入が繰り越しになっております。翌年度の繰越額総
額は、特別会計を含めて１３事業で４億３，１６５万９，０００円となりました。なお、
２７年度の、前年度の繰越額は２億７，５５５万円でございました。
　そして、その次のページでございます。第３表、債務負担行為補正というのがございま
す。これは年度を越えて費用負担が発生してくるものでございますので、このたびこの２
件について追加をさせていただきます。
　まず最初が、自治体情報セキュリティクラウド、インターネット回線分の負担金という
ことで、先ほども協議事項のほうでありましたけども、県のほうに出す負担金で、２９年
度から３０年度にわたり、５３万４，０００円という限度額を設定をしております。続き
まして、地籍調査用の公用車のリース事業でございます。これは２９年度から３３年度ま
で、９０万円ということで上げさせていただいております。
　それでは、歳出予算につきまして、事業ごとに説明さしあげますので、ＰＤＦデータの
１３３ページをお開きいただけますでしょうか。
　このページ上段ですが、総務課の財政管理事務です。国際交流基金に３９９万
５，０００円、こどもゆめ基金に２６０万円の積立金を計上しております。これまでいた
だいた３８９件のふるさと納税８７０万８，０００円のうち、使途を日南町にお任せした
いとの目的でいただいた額、先ほど申しました約４００万円は国際交流に、そして子育て
支援に役立てていただきたいという金額２６０万円はこどもゆめ基金に、それぞれ積み立
てるものでございます。
　そして、次のページ、１３４ページ上段でございます。消防施設整備管理事業ですが、
これは西部広域負担金に係るもののうち消防関係でございます。皆生消防署の整備につい
て、本来、もともと西部広域行政管理組合が起債を借りて整備するようにしておりました
けども、これが結果的に、いろんな協議の中で単年度で負担金でやろうということになり
まして、その借り入れする予定の金額が各市町村にそれぞれ案分されて配分があってます
ので、その金額が５０９万２，０００円の増額となっております。また、阿毘縁自衛消防
機庫の整備助成を見込んでおりましたけども、これ、整備費の３分の２の助成額でござい
ますが、次年度への振りかえによって６４万４，０００円の減額とさせていただいており
ます。
　続きまして、次のページ、１３５ページですが、下段の企画課の中心地整備事業です。
消耗品の３００万円の減額の一方で、道の駅の開店準備等に係る経費に係る委託料が
３００万円の増で計上しております。
　続いて、住民課に移ります。１３８ページをお開きください。下段の住民課のし尿・浄
化槽汚泥処理事業でございますが、三町衛生施設組合によります汚泥再生処理センターの
整備費の確定による負担金が１，２４６万３，０００円の減額です。あわせて、財源の過
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疎債も１，２４０万円の減額としております。
　福祉保健課に移ります。１３９ページをごらんください。下段の介護保険事業では、こ
れは介護保険特別会計と介護保険サービス事業特別会計に繰り出す予算も含まれておりま
す。その中で、介護サービス事業特別会計において、福祉会からの負担金収入、使用料相
当分が、経営状況による受け入れ予定額２，７４５万３，０００円の減額により、その分
を一般会計から繰り出す増額とさせていただいております。
　それでは、翌ページ、１４０ページでございます。下段ですけども、子育て支援事業で
ございますが、子育て支援の利用料軽減による委託料を、実績見込みによって８０万
９，０００円の減を見込んでおります。また、このたび社会福祉協議会から、今後の子育
て支援に役立てていただきたいということで３，５００万をいただくことになりました。
これをこどもゆめ基金に積む予算とさせていただきます。
　そして、１４１ページ、下段でございます。病院運営事業ですが、病院事業会計の負担
金が４１１万４，０００円の増となっております。内訳は、自治体病院補助金が、起債償
還に係る２分の１の補助でございますけども、病院事業債が１０年経過したことによる利
率見直しがありまして、それによって減少した分、１１４万８，０００円が減額となって
おります。また、太陽光発電の売電収入増によって５２６万２，０００円の増を計上して
おります。また、特別交付税の算定が今年度中途、減額になるということが判明しまし
て、今年度につきましては、特に緊急的に経費を出させていただきたいと思っておりま
す。したがいまして、当初予算計上しておりました額どおりに、財源としては一般財源と
いうことになりますけども、その分をそのまま出させていただくということで、トータル
の額は４１１万の補正ということにさせていただきたいと思います。
　農林課に移らせていただきます。１４３ページ、下段、農業総務一般事務でございま
す。そこから１４８ページ下段までの森林保全総合対策事業は、実績見込みによる減額を
それぞれ計上しております。
　建設課でございますが、１４９ページの下段をごらんください。国土調査事業でござい
ます。県補助金の減額による１，１５２万５，０００円の減額補正でございます。
　また、次のページ、１５０ページ上段の治山事業については、４地区ございますが、そ
れぞれ事業費精査を行って、７０９万６，０００円の増額としております。内訳について
は、附属資料をごらんいただきたいというぐあいに思っております。
　そして、１５２ページの道路維持管理事業でございます。その中で、特に委託料におい
て説明さしあげます。１月までの実績分で当初分の予算をほぼ使い切りましたので、２月
実績と今後の除雪対応を勘案して、１億円の委託料を追加するものでございます。これ、
町道分と県道分がございます。
　続きまして、教育課ですけども、唯一、１５８ページ下段でございますが、これにつき
ましては、ふるさと納税でいただきました図書の充実というところで、２３万円を図書購
入費に充てる増額補正としておりますし、同じページ下段の学校給食運営事務では、フー
ドプロセッサーと、温めるための缶の、古くなりましたので更新の経費、計６０万
７，０００円を計上いたしております。
　特別会計に移らせていただきます。１５９ページから１６２ページまでの国民健康保険
会計におきましては、医療費の見込みによる保険給付費の補正であるとか、財政安定化事
業拠出額の確定や保健衛生事業の見込みによる補正額を計上しております。
　続きまして、簡易水道事業でございます。１６３ページをごらんください。事業費など
の見込みによる減額の補正のほか、基金の積立金の予算を計上しております。
　続きまして、農業集落排水特別会計は１６４ページからでございますが、事業費の精査
と基金積み立ての予算を計上しております。
　１６７ページからの介護保険事業におきましては、給付額の見込みによる補正を計上し
ております。
　そして、１６９ページ下段でございますが、介護サービス事業では、一般会計の予算で
説明したとおり、福祉会からの収入の減額と、そのための財源調整を行っております。
　そして、１７０ページが最後になりますが、後期高齢者医療会計と再生可能エネルギー
事業は、実績見込みによる減額補正となっております。
　以上、補正予算につきまして説明させていただきました。
○議長（村上　正広君）次に、中曽病院事業管理者。
○病院事業管理者（中曽　森政君）そうしますと、議案第２７号、平成２８年度日南町病
院事業会計補正予算（第２号）について説明させていただきます。補正予算文書のタブレ
ットの１２１ページをお願いいたします。実施計画のほうで説明させていただきたいと思
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います。
　町長、冒頭申しましたように、病院の３条収支でございますが、トータルとして病院事
業収益が、全体として６，７４６万８，０００円の減額補正として計上しております。費
用のほうですが、病院事業費用ですが、実績見込みに基づきまして２，０９８万
４，０００円の減額ということになります。したがって、補正後の予算は４，６４８万
４，０００円の赤字予算という形になってまいりました。
　医業収益が減った主な要因は、一般病棟の病床利用率の減少、これが主な要因でござい
まして、入院収益が８，４００万円の減になっております。平成２８年度春から秋にか
け、特に夏場は一般病棟の病床利用率が５０％を切るといった状況で、入院患者数が例年
と比べて大幅に落ち込んでおります。これまでは冬期間の入院でカバーできておりました
が、本年に入っても、１月、７０％に届かないというような状況で伸び悩んでおります。
やむなく入院収益を中心として減額補正するものでございます。外来収益については、患
者数は前年度と比べれば微増となっていますが、１人当たりの収益単価の減によって、約
５００万円を減額計上するものでございます。
　医業外収益の他会計負担金につきましては、石見東太陽光発電所の売電収入の増相当分
を増額するものでございます。これは売電収入から維持管理経費を引いた残りの金額でご
ざいますが、当初では５３２万を見込んでおりましたが、最終的に１，０５８万円を見込
んでおるところでございます。
　介護サービス収益は、ショートステイの利用の増加で病床利用率が例年より高く、
１，４００万円の増額補正をさせていただきました。病床利用率の状況でございますが、
一般病棟につきましては、昨年度は６８％だったものが、本年の１月末現在で５５．６％
という状況です。療養病棟につきましては、前年度６６％だったものが、本年度１月末で
６９．５％という状況にあります。
　次に、病院事業費用についてですが、給与費については、看護師採用見込みの減少、材
料費、経費等の減は、経費節減や入院患者数の減少に伴う実績減で、合わせて２，０９８
万円の減額計上となっております。
　資本的収支については補正はありません。
　以上の状況でございますので、よろしく御審議をお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより各案に対する質疑を許します。質疑は、議案ごとにこれ
を行います。
　まず、議案第１９号、平成２８年度日南町一般会計補正予算（第７号）から質疑を行い
ますが、質疑は各課ごとにこれを許します。
　初めに、１３２ページ上段、議会事務局から行います。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）次に、１３２ページ下段、出納室について質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）次に、１３３ページから１３５ページ上段まで、総務課について
質疑を許します。
　１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）地方交付税のことですけども、当初予算で２７億と３億と
特別交付税、最終的にこの普通交付税と特別交付税がどのような金額になったのかとい
う、わかりますか。当初予算で一応２７億と３億というふうに立てられてますけども、明
細がわかればちょっと教えてください。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）今回は予算書の歳入でしかうたっておりませんけども、地方
交付税を２７億見込んでおりました。しかし、確定した数字が２６億８，５２３万
９，０００円ということで、私の記憶では、予算割れしたのは私が担当して初めてでない
かというぐあいに思っております。今までですと、かつて国勢調査があった５年前です
ね、減った分、かなり減額したと思われますけども、余り減ってないんですよ、普通交付
税は。そのときには、そのための、当然、制度としての激変緩和措置というのが算定の中
に入りますが、新たな加算する事業がありました。ところが、今回はそれが一切ございま
せん。それで、人口が７００人減って、その分で大体１億減って、それと交付税の算入
も、償還が減っておりますので、その分の交付税算入額も減っておりますので、結果的に
見込みを２７億と立てましたけども、今回、予算割れということで、普通交付税のほうを
１，４７６万１，０００円減額しております。あわせて、よく地方交付税とセットで言わ
れます臨時財政対策債も１億３，４４５万１，０００円を見込んどったんですけども、こ
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れも発行可能額が、普通交付税の確定のときに来ましたけども、１億２，１０１万
６，０００円ということですんで、今回、１，３４３万５，０００円ほど減額しておりま
す。
　なお、最後に、特別交付税ですけども、昨年も、この議会初日に向けて、まだ確定が来
ておりません。今のところ特別交付税については３億円を見込んでおりますが、１２月分
で２億５，６００万来ております。今後、最終日までには確定が来ると想定しておりま
す。昨年度も最終日に補正予算という形で確定した金額を出させていただいております。
その数字が来次第、また最終日に、その予算の補正を計上させていただきたいというふう
に考えております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）あと１つ、公共施設等建設基金の積立金ということで、
６，５００万積み立てるという、これは、ですよね、新たに積み立てるという。もし間違
っていたらだけども、この積立金３本ありますけども、これについて、ここに積み立てら
れた意図を説明してください。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）新年度でも予算計上しておりますが、建物の解体費がありま
すし、庁舎のＬＥＤ化、そして議会棟のシステム改修、これが１，０００万単位で出てき
ますので、今後、状況によりますと福栄小学校等の解体撤去ということも出てくるという
ことも想定して、あと、２９年度には結果をまた報告したいと思うんですけども、公共施
設の管理計画等について、何年度ではこれだけの建物が、言えば年限が来ますというよう
なものをまた提示させていただきたいと思いますけども、その中で改修していくのか、あ
るいは建てかえするのか、あるいは撤去するのかということも含めて、そういうのがかな
りありますので、それについては今、公共施設基金を積ませていただいて、その財源に充
てたいというように考えております。昨年かぐらいだったと思うんですけども、２７年度
においては、公共施設基金でも解体を行えるように、若干、１文字を改正して、解体をす
るために公共施設基金のあり方も改正させてくださいというお願いで条例改正させていた
だいた経緯がございます。以上です。
○議長（村上　正広君）次に、１３５ページ下段から１３６ページ上段、企画課について
質疑を許します。
　６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）１５３ページの中心地域整備事業の運営経費増による
３００万円ということですが、いろいろ企業努力されて、イベント等を打たれて頑張って
おられる姿、よくわかります。経常経費としては本当に、それだけは１００％計画でいい
んですが、運用経費の管理自身にちょっと疑問を抱いておりまして、事細かくはもうしま
せんが、１点、道の駅の直売所の中で植樹活動資金という項目がございまして、これは恐
らくＥＶＩ、プラス１円のだと思うんですが、ＥＶＩ実績、今現在、レストランの入り口
にきれいに掲示されてます、毎月毎月。これが１１月の張られたものと今現在張られてる
のとは、月ごとの金額が変わっております。特にここで質問なんですが、直売所の中で、
お客さんからいただいた１円ですが、１円のリスト、金額あるんですが、その金額の中
で、うち配送料ということで引かれてます。具体的に言いますと、８月は４万４，４００
円をいただいてるのに、２万４，０００円の運送費を払っておられます。これは、この
ＥＶＩの趣旨としてはどうなんですかという質問です。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）この配送料という表現がしてありますものですけども、実は
ＥＶＩの管理につきましては、一度、今年度早いうちに大きな数字の修正をさせていただ
いたことがあったかと思います。ちょっと過大な数字が上がっておりまして、修正をし
て、本来の数字ですという説明をさせていただいたかと思いますけども、実はこの数字の
中に、今おっしゃったその配送料、実はこれ、ＥＶＩとは全く関係がない、いわゆる商品
をお客様にお届けする宅配料あたりは実費をいただいて払うという精算の中で、売り上げ
除外というふうな扱いでの経理をしていらっしゃいました。それと、ＥＶＩの１点１円に
つきましても、同じく売り上げ除外というふうな扱いをされとった関係で、それが混同し
まして、一緒にＥＶＩとして計上されておった時期がございました。その関係で大きな修
正を報告の中でさせていただいたんですけども、結局、そういう配送料が含まれておった
ということで、こっちの経理のほうには大きな数字が上がっておったりするということが
残っておりましたが、報告させていただいているＥＶＩの数字のほうが正確でありますと
いうことで、今後またそういうものが見つかりましたら修正がかかる可能性もあるかなと
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いうふうに思っておりますけども、大きな、膨らんだ数字になっております部分はそうい
うところだというふうに聞いております。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）私は納得できません。というのは、お客さんからいただい
たお金は２７万５，８０３円なんですよ、２７万円いただいてる。まだそれが配送費を抜
かれてます、そこから。それを道の駅で掲示されてます。この配送費はかかった費用でし
ょう。これであれば、直売所の中で必要経費としてちゃんと落とすべきです。なのに、預
かったお金を、本当の趣旨は何ですかと、１００円で買えば１円、これをためるわけで
す、関係ないですよ、ここに募金箱置いておくようなもんですから。これを収入に入れ
て、おかしいのは、ちょっと先行きますけど、今回の、２月の終わりに出された中で、税
込みと税抜きありました。このＥＶＩも税抜きまであります。おかしいでしょう。これは
寄附でしょう。２７万いただいたら、計上で税抜きにするんですか、これが経営ですか。
それちょっと回答をお願いします。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）今御指摘の消費税につきましては、先般、特別委員会でもお
示しをしました明細表の中で、物によっては税が引いてあったりなかったりというふう
な、若干、課税不課税区分が明確でない部分がありましたが、御指摘のように、１点１円
のＥＶＩの寄附金につきましても、今現在、先般お示しした表では税が抜いた処理がして
ございます。こちらについては非課税になると思いますので、最終的には非課税処理とい
うことでの金額でＥＶＩの管理をさせていただく、経理をさせていただくということで、
年度末の更正をかけさせていただくような、今お話をしております。
　申しわけありません、先ほどからのお話であります配送料につきましては、私が聞いて
いる限り、ＥＶＩに係るものではなくて、別な経理に係る配送料、いわゆる、何といいま
しょうか、いただいてそのままお支払いするっていうふうなものは、一旦売り上げに上げ
るけども、それは利益になるものではない、そのまま出ていくので、それを、引くべきも
のをＥＶＩと混同して一緒にしてしまって、それが膨らんでいたというふうに私どもは聞
いております。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）私ども聞いておりまして、私は納得できません。というの
は、毎月、経営者会議とか、私は秋からもずっと言っております、こういう金額はどう管
理されるのか、どこが持つんですかということも委員会でも言っておりました。１月、２
月。出てきた数字でどうしても疑問だなと思いまして調べました、昨日です。私は、２７
日の日は、もう時間がないと、いろんなことを質問しました。でも、回答もできないでし
ょうということで途中でやめたんですけれど、どうしてもおかしいなと思うて、きのう調
べて発覚したわけだ、これが。この運送費はちゃんと外して、本当にかかった費用はいい
んですよ、別に、それだからどうのこうのじゃない、頑張っておられますから。実際に
４，８００万プラス、がいなお金が入ってるんで、７，０００万ぐらい、７，４００万も
売り上げ、これはすばらしいですよ。計画比の７５％か、すばらしいんですよ。なのにこ
の管理という、運営経費の中でやっぱり納得できないと、ここがチェック機能なんです、
我々議会とされてるのは。ＰＤＣＡのＰＤしかされてなくて、本当にＣされてたのかと、
執行部で。今、議会でＣをやっとるわけです。これについてはちょっと疑問なので、明確
にしていただいて、なおかつこの７万５，０００円、運送費使うたやつは、やはりＥＶＩ
の貯金箱じゃないですけど、明確にして管理しないと、トマト加工さんも預かっておられ
るでしょう、レストランも預かっておられる、３カ所まとめて。これは明確にしないと、
私自身、わずかな金額じゃないです、これは。これのうたい文句で環境を大事にしようと
か、大きなもんを、カーボン・オフセットに対していただいてるわけです。こういう実態
では、ちょっと私自身は、わずかな金額じゃないですよ、これはお金をいただいた、寄附
していただいた金額、一番メーンのとこですので、正確な回答をお願いいたします。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）これにつきましては、企画課のほうで理解をしてる内容をし
っかり説明させていただいて、御理解いただけるように努力いたしますので、よろしくお
願いいたします。
○議長（村上　正広君）７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）同じところでありますけども、先ごろ、１月２０日、２月
２１日、２７日と特別委員会でいろいろ説明を聞いたわけでありますけども、基本的にこ
の委託料の増額補正でありますけども、３００万の補正額でありました。この委託料増額
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の根拠ですけども、どういう根拠でこの３００万という数字を補正に計上されてるのか、
まず伺いたい。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）今回、この３００万という補正ですけども、金額的には
３４０万ほどの増額をお願いしたいということで、特別委員会の中でもお話をさせていた
だいてると思います。基本的には、本年度、委託料を差し引いた損益部分との相差が六百
数十万、７００万近い数字になるということで、やはりお互いの経営努力の足りなかった
ところがあるんではないかということで、一つの考え方としては折半、半分ずつというふ
うなお話もしておりましたけども、先般の特別委員会の中では、いわゆる当初委託料で見
るべきところの項目の枠の増加というところで御説明をさせていただいて、その根拠とし
て、その枠も超過をしているということで３４０万ほどの委託料の増に係る補正をお願い
をしたいというふうに御説明をしたとおり、そういった、委託料として認めていただきた
い部分の増があったということでお願いをしたところでございます。
○議長（村上　正広君）７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）先ほどの大西議員の質問とも関連しますけども、本当に出
されるたんびに数値が違う。最終の２７日の委員会においても、消費税の扱いなんか、間
違ったまんまの資料です。きょう補正の審議がある中で、やはりそういったものを訂正し
た資料を、先ほど言われたイベント企画費あたりのことに、あるいは消耗品等について
も、もっと整理したものを資料として出されるべきではなかったのかなと思います。採決
はもう少し先でありますので、その辺の資料も明確に出していただきたいと思います。
　それと、委託料の根拠でありますけども、当初、人件費のうち駅長と事務員、それから
光熱費、広告費、リース代、イベント企画費、この４項目について委託料を積算されてお
ります。今回は、ほかのものも含めて総額の、いわゆる赤字部分の半額だということなん
ですけども、その辺の理解といいましょうか、考え方について、どうなんでしょうか。他
の人件費とか消耗品とか、そういったところも全て半分は見るということでありましょう
か。当初との整合性について説明をお願いします。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）前回の御説明の中で、表を用いまして御説明させていただい
た、いわゆる委託料として町が見るべき部分という、先ほど議員のほうからもお話があり
ましたイベント経費等の部分を実績を積み上げて、出たものが３４０万をクリアしてると
いうことで、その部分は増額をしてもいいではないかというふうな理解をしております。
○議長（村上　正広君）ただいま坪倉議員のほうから、先般の特別委員会での資料と今回
提出された部分との差異があるじゃないかということで、それについての資料は出せるも
のか、つくれますか。
　木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）こちらにつきましては、いわゆる受託事業者の会計の明細か
ら出てくるものでございますので、この場でいついつ提出ができますという明言はできま
せんけども、疑義がある部分ですので、提出できるように準備を進めたいと思います。
○議長（村上　正広君）７日の本会議までにはそのものを提出をしていただくようにお願
いをしておきます。
　７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）受託事業者からの資料ということになっておりますけど
も、業務委託契約において日報、月報、年報提出を義務づけられとるわけですけども、年
報は１年に１回ですけども、日報、月報っていうのは、これも１年に１回の提出でいいと
いう判断なんでしょうか、ちょっと文章でそこまで読み切れませんけども。やっぱり日報
っていうのはその日ごと、月報っていうのはその月ごとに提出をされて、経営者会議で説
明をされるという筋合いのもんではないかと思いますけども、日報、月報の取り扱いにつ
いて説明をお願いいたします。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）日報の部分につきましては、毎日書類でというふうなことま
では求めておりませんが、レジ通過であるとか、そういうお客様の数あたりについては、
日々、いろんな方法で情報を入れていただいております。基本的には月報という形で、月
のまとまった数字を経営会議なり経営会議前後の内部会議のほうでお示しはいただいてい
るところでございます。
○議長（村上　正広君）７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）そうしますと、報告事項の中に施設の管理費の収支状況も
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きちんと報告するようになっとるわけですよね。それがきちんと出てきて経営会議でしっ
かりと議論をされておれば、例えばイベント費とか、消耗品とか、チェックができて、委
託料の予算あるいは売り上げの利益の部分のものも含めた、いわゆる月ごとの収支につい
てしっかり把握ができて、もっと早い時点で対応もできたのではないかと思うわけですけ
ども、その辺についても、非常に企画課といいましょうか、町側の対応のまずさもあった
と思いますし、一方では、Ｍ・Ａサービスの経理が余りにもずさんな経理をされとった、
本当に民間の株式会社かと思えるような経理をされておるということについて、非常に疑
義を感じております。
　その中で、イベント委託費というのが、これ当初、試算表にはなかったものが出てきて
おりますが、このイベント委託料１００万円を出す、委託料として１，６００万とは別に
出されるということですけども、収支の試算表の経費の中では、それが入っておりませ
ん。その辺についてはどのようになってますか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）１００万円につきましては、地方創生の交付金事業の中で、
道の駅の魅力アップというふうなことで食に関するイベントをしていただくということ
で、中途で道の駅のほうにお願いをしております部分ですけども、先般御報告させていた
だいた委託料の根拠になるこの表の中では、実績見込みの中では１００万円ふえた数字で
表示をさせていただいているつもりでございます。
○議長（村上　正広君）７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）委託料の試算のところで、営業外収益１，６９０万
６，０００円は記載がありますけども、いわゆる１００万円について、ないわけですよ
ね。そこのところをただしておるわけです。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）先般お示ししました経営試算という横書きの表での決算見込
みの表では、下から２番目にイベント委託ということで１００万円計上しておりますし、
試算をした、黄色が入ったこの試算表では、実績見込みのところで営業外収益を
１，７９０万６，０００円ということで、１００万円ふやした実績は記載をしておりま
す。
○議長（村上　正広君）７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）課長が言われるこの分の経営試算でいきますと、いわゆる
経常収支が５１５万の赤字ということなんですよね。そうしますと、いわゆる折半の
３００万っていう、三百何十万っていう数字とまた合ってこないと思われるんですけど
も、その辺はいかがですか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）先般お示ししました、先ほどおっしゃいました５１５万につ
きましては、税込みベースでの収支だという御説明もさせていただきました。この資料に
続いて、エクセルの表で、黄色が入った表をつけさせていただきましたが、先般の会でも
御説明しましたとおり、消費税は別物だということで、税抜きで委託料の過不足を算定を
させていただきたいということで、税抜きの処理をしましたもので、ベースで計算します
と６８０万程度の財源不足が出るということで御説明をしたというふうに理解をしており
ます。
○議長（村上　正広君）試算の中に入っておるということですか。
　７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）そこのとこはちょっと私の読み違いもあったのかなと思っ
てます、済みません。ただ、その消費税が本当にどれだけ必要経費といいましょうか、預
かり税としてここに計上、計算の中に入っておるのか、そこのところも、前段、お願いを
しましたけども、資料として明確にわかるように、その試算のもとになるデータをお示し
いただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）税込みの場合と税抜きの場合っていうことで、わかりやすく税
抜きの形で示させていただいておる表が、先般出させていただいたものであります。今、
行政の、日南町のほうから１，７９０万６，０００円っていうものは支出しますけれど
も、会社側にとっては委託料ですので、税込みという形で整理をされてます。それを税抜
きに、会社側として８％を除いた形にしますと１６５８０という数字になっております。
それをさらに税込みに換算すると、マイナスの６７７万９，０００円っていうのが示させ
ていただいた事由であります。
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　基本的に消費税っていうのは、どういいましょうか、会社にとってプラマイ・ゼロって
いうのが基本的な捉え方ですが、現実問題、税計算をしますと、年によったり、あるいは
規模数、消費税額の総額によって多少申告の仕方なり、違いっていうのはあるというふう
に思っておりますが、基本的には消費税っていうものにおいて利益を生むっていう考え方
ではないというふうに思っておりますので、そういった意味で、最終的にはＭ・Ａという
会社の売り上げに対してどうかっていうことはあろうかなというふうに思っておりますけ
ども、現段階におきましては、そのままの税込みという形に換算したときの整理の仕方の
報告をさせていただいてるっていうことで御理解いただければというふうに思います。
○議長（村上　正広君）７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）前回の資料でいきますと、例えば寄附金や香典に消費税抜
きの表示がしてある、そこの数字が違ってくるんじゃないですか、ここに。消耗品とかそ
の他のところの。違いますか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）御指摘のとおりだと思いますので、今、課税扱いとして計算
をさせていただいてる経費の中で、非課税部分について、明確にしたいというふうに思い
ます。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）同僚議員が、私からＥＶＩがスタートして、私もたくさん
言いたかったんですけど、遠慮してＥＶＩだけにしたんですけども、ここまで入ってくる
と、やはり今の税込み税抜きとか、もうややこしくなってます、見ただけでも。もっとわ
かりやすく、それで、今言うてるこの配送費を入れたこと自身が、ＥＶＩをわかってる方
が経理処理されたのか、そしたら、こういったもの出てきたら、最初からカーボン・オフ
セットでこうやろうと、この資料はどちらがつくっておられるんですか。このＥＶＩの資
料と、それから道の駅のレストランに張っておられる、これも月ごとに、１１月と２月は
変わってしもうとるんですよ。だから、お客さんに、そりゃあ１枚見せたらそれですけど
も、毎月のずっと張ったら、何でこれ変化しとんのやと思いますよ。だから、それは農林
課はこの担当、企画課はこの担当になっておって、両方がリンクされてないのか、それと
も農林課がされてるのか、企画課がされてるのか、総務課がしてるのか、まず、それを教
えてください。それを町、行政が道の駅に指導するという言葉も出ました、結果がこれで
す。回答お願いします。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）ちょっと議員お持ちの資料の確認をしてみないと何とも言え
ないところもございますので、先ほども言いましたとおり、突き合わせをさせていただい
て、お互い理解できるようにしたいというふうに思いますので、どうぞよろしくお願いし
ます。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）全て出された資料ですから、つい最近出された資料です
よ。それから、１１月の林業祭りのときの資料ですよ。そういう資料を突き合わせる、
我々はそういったもらった資料しかチェックできないんですよ、幾らいただいたかとかい
うことも。ですから、一覧表も、４月から何人、レジ通過者とか、トマト加工、そういっ
たやつを、出された資料を信用して我々は見とるわけです。それに対してチェックしてる
んです。その数字が違ってますよって言われる、なおかつ大きな間違いの配送料、抜いた
ら、この分はここの収支のほうにすぐに変えるべきです。そうしないと、今のこの試算表
に、これ修正しないと、７万６，０００円の運送料はそっちに振りかえしないと、それそ
のままにされてますよ。これをつくっておられる、実績をつくっておられる方、それは、
課長、御存じですか、これは。中身見られましたか。副町長もその会議でずっと出とられ
るんですから、おかしいなと。要するに、こういうこと言うてるんです、７月だったら３
万９，８００円、要するに４万円入りました、２万３，０００円が配送料です。はっとそ
の時点で気がつかないと。ほとんど配送料にするんですか、これ、森林保全にするためで
しょう。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）いろいろ御意見はあるというふうに思っております。細かく見ま
すと、先ほどあったように、消費税の中で非課税のものも、例えば課税されてはいないか
とか、いろいろ話はあるというふうに思っておりますが、多分、私なんかも、今当然、申
告時期でありますので、そういうふうなものを全て把握して、その中で出すことはできな
いというふうに思っております。やはりしっかりした税理士さんとかも当然入っておられ
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ると思いますので、その辺の中でまた修正申告なり、また皆様方のチェックの中で考えて
いかないと、じゃあ、今の段階でどの細かいもの、例えば香典料を、これは非課税ですか
ら、こっちは、消費税はこうなりますという話をしていると、何か、いわゆる枝先を見て
しまって、木、森全体を見ないというふうなことになりかねませんので、私どもとすれ
ば、しっかりそういう指導をしていって、大きな幹に育てていくということをしておりま
すので、若干そういうところの見過ごしがあるというところは御理解をいただきたい。全
ての帳票を見て、役場のほうで、これは非課税だから、おたく、間違ってますよというふ
うな話を経営会議でするわけにはなかなかまいりませんので、そういうふうな御意見があ
ったということは当然大事なことだろうというふうに思っておりますので、そういう指導
をしながら、ちゃんとした経理をしていただくように。
　ただ、先ほどあったように、出すたんびに数字が違うのはどうなのかというのは、ちょ
っといろいろ問題があるというふうに思いますので、ある程度今年度の数字としてはこう
だというところの数字はやはり出していくということは必要だというふうに思っておりま
すけども、いろいろなところがあるというとこは少し御理解をいただきたいというふうに
思っております。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）私、運営経費のいろんなやりとりも仕方ない、いや、仕方
ないじゃないですよ、今さら出して、すぐ出しなさいではない。私言ってるのは、お客さ
んからいただいた１円のことを今、これだけにターゲットを絞って言っとるんですよ。前
の会議でも運営経費、事細かく言いましたけども、正しい回答をしていないし、それをも
って来年度の委託料、それを判断する材料がぐちゃぐちゃであったら、皆さん認めます
か、逆に言うたら。逆の立場になったら、認めないでしょう。その中でいくと時間かかる
から、きょうは予算の質疑だけですから、補正予算の。だから、私は予算のとは違って、
ＥＶＩの寄附金の１円の取り扱いを言ってるわけです。これは利益でも何でもない、売り
上げでも何でもない、お客さんからいただいた１円でしょう。それを、そこから運送費を
払ったよと、運送費払ったままになっとるんですよ。それだったら、わかった時点で相殺
しないと、振りかえして、逆に、そのお金を使ってしまったら、それはちゃんと運営経費
としてやるべきですよ。それだけでも修正しないと、ほかのやりとりはトータル金額のや
りとりで。ただ、これだけは違いますよ、このＥＶＩの１円のやつだけはちゃんと整理し
ないと、お客さんにいただいた目的とこれは全然違いますよ。これだけは修正してくださ
い。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。（発言する者あり）
○企画課長（木下　順久君）失礼しました。この表で配送料と確かに書いてございます。
この部分が、先ほど私が説明しましたように、本来、ＥＶＩでない部分も入ったものを合
わせてＥＶＩとして処理をしてしまっていたんで、それを修正をかけましたという説明を
した資料だというふうに私は理解をしておりますので、引いた、３列目のこの数字が正式
な数字ですよということで、これまで報告したものと突合するというふうに思っておりま
す。御指摘のとおり、先般の明細の中にはまだこれが含まれて残っておる形になっており
ますので、これにつきましては年度末までに振りかえ処理をさせていただいて、これまで
の報告させていただいた数字と合致したもので最終的にＥＶＩの購入をしていただくとい
うふうに考えております。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）済みません、ちょっとずれとるんじゃないですか。私が言
ってるのは、今現在、ＥＶＩ実績されてる１９万９，４０３円と運送費の７万６，４００
円、これを足した２７万５，８０３円が真実の合計のＥＶＩ、お客さんからいただいたも
のでしょう。２７万５，０００円が正しいんですよ。どっちが、どれが正しいんだ、１９
万９，０００円が正しいんですか、そこだけ聞きます。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）先ほど申しましたとおり、この７万６，４００円っていうの
はＥＶＩに係らない部分であったということですので、ＥＶＩの部分は１９万９，０００
円というふうに思っております。（発言する者あり）
○議長（村上　正広君）今の質問からすれば、当然、皆さん方からいただいたお金は２７
万数千円があったんじゃないですかと、そこの中から配送料が取ってあるんだから、配送
料をＥＶＩに返して、経費の中にその７万６，０００円を振りかえられるべきじゃないか
という質問ですよ。
　木下企画課長。
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○企画課長（木下　順久君）済みません、再度、うちも内部で確認はいたしますけども、
私が報告受けてるものについては、この７万６，４００円はＥＶＩの部分ではなかったと
いうことで聞いております。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）この表ね、ちょっと町長にも見せてあげてください。１引
く２と書いてあるんですよ。１はお客さんからいただいた分です、２は配送料です。それ
を引いた分が③で……（「違う」と呼ぶ者あり）何で、ここが１、③。（「それは間違い
で入れとったけん、引いたんだって」と呼ぶ者あり）何で。（「１番の中にこれが入っと
ったから、これを引いたの」と呼ぶ者あり）いや、そうしたらね、いやいやいや、そうし
たら過去の資料もいろいろ出てくるんですよ。本当に……（「ちょっと数字を整理してか
らの話」と呼ぶ者あり）整理してください。おかしい。（発言する者あり）
○議長（村上　正広君）説明できますか。
　木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）この資料をつくった経緯は、恐らく従来、１番の数字で
ＥＶＩの実績として御説明を続けていたところが、実はこの２番の経費が、ＥＶＩでない
ものが含まれていたので修正をさせてくださいということで、２を引いた、合計３という
のが実際、お客様からいただいたＥＶＩ分でしたということで訂正の説明をさせていただ
いた資料だというふうに思ってます。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）私は、９ページにわたって経費のリスト出ました。その他
の区分、その他だけをざあっとチェックしました。じゃあ、そうしましたら、その他の合
計金額、これは書いてある名目が植樹活動資金とあります、それを合計してください。そ
の合計すると１９万８，３１７円になるんです、それはわかっておられますか。それをわ
かった上でやってくださいよ。これ私、全部調べましたから。マーキングして、自分なり
にパソコンで打って、合計がどうしても合わんと、なぜかなと思えば、こういうことで
す。ですから、これと今言われたことと一致するかどうか、それだけやってください、そ
うならば。要するに、これ９ページにわたって出たものです、私、全部マーキングしまし
た。植樹活動資金、合計しました。１９万８，０００円です。それとどこと一致するんで
すかと。１円でも違うたらいけませんよ、これは。お客さんからもらったお金ですから。
レストランだったらレシート１枚１円、直売所だったら１品１円ですから、これ、１０円
でも違えば大きな間違いですよ。寄附金を流用したことになりますよ。調べてください。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）突き合わせをさせていただければというふうに思います。よ
ろしくお願いします。
○議長（村上　正広君）この部分につきましては、とりあえず７日の日に採決がある予定
でございますので、それまでにしっかりした資料なり、また、精査をしておいていただい
て、答弁をいただきたいというぐあいに思います。
　２番、惠比奈礼子議員。
○議員（２番　惠比奈礼子君）同じ内容についてなんですが、しっかり精査していただき
たいと思います。
　町長、先ほどの答弁の中で、民間業者に、委託業者に対して経理の内容を一々言うこと
はできないので、大筋よければいいんだというような内容のことをおっしゃいましたけれ
ども、やはり町から貴重な税金でもって委託料を支払っているわけです。先ほど大西議員
も言われましたように、しっかり頑張っていただいて、町民の皆さんの生産者の方にもお
金が入るという仕組みをつくっていただいて、本当に意義としてはよかったというふうに
思っておりますので、その一翼を担っていただいて、特に委託業務について、受ける方が
なかなかいらっしゃらない中で頑張って受けていただいてやっていただいているというこ
とに対しては非常に感謝もしているわけですけれども、そのことと委託料の算定につきま
して、ずさんな経理のもとで試算しなければならないということについては、また別の問
題であります。例えばＥＶＩのお金と、それからお客様が発送をお願いされた運送料とを
同じ科目で受けておられるということ自体、これは全く論外であります。経理をする人の
資質を疑うわけですし、会社として連結決算で最終的に税金の中で、いろんな訂正とかは
あるかもしれませんけれど、直売所自体の経理の中で、そんなに変わることはないという
ふうに思います。
　今、恐らく小さいことばっかり、１円、２円のことを言うとかいうふうに思っておられ
るかもしれませんが、そのことが、１円が合わないと全てが、信頼性が揺らぐわけですの
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で、しっかりと説明ができるように、１円たがわないものをきちんと報告していただきた
いというふうに思います。（「よし」と呼ぶ者あり）
○議長（村上　正広君）先ほどありましたように、７日までにはしっかりしたものを出し
ていただきたいというぐあいに思っております。
　次に、１３６ページ下段から１３８ページ、住民課について質疑を許します。
　５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）先ほど繰越明許費のところで聞きたかったのですが、担当
課ということで住民課でありますが、新エネルギー推進事業４，８００万繰り越されるわ
けですが、もう少しこの内容につきまして詳しく説明をしていただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）久城住民課長。
○住民課長（久城　隆敏君）現在、ようやく設計のほうが固まりまして、随分時間がかか
ったような状況ではありますけれども……（「どこの設計」「場所」と呼ぶ者あり）場所
は、済みません、新石見小水力発電所のいわゆる導水路の復旧工事であります。ただ、あ
と１点、今詰めさせていただいておりますのが、民間の方からいわゆる進入路、工事等々
の部品、導水路まで入れなければなりません。その部分を購入させていただかなければな
らないような状況にありますけども、いわゆる進入路の拡幅になります。ちょうどそこが
中山間に加盟しておられまして、御本人の了解はいただいたんですけれども、仮にそこを
買わせていただくということになりますと、いわゆる交付金の返還というようなことが生
じてまいります。したがって、今、税務署と担当者のほうがいわゆる土地収用、かからな
いかということで相談させていただいておりまして、その辺の交渉状況、ある程度方向性
が見えてまいりました段階で、今の状況ですと、地元に多大な迷惑をかけてしまいますん
で、そこのあたりを整理させていただいて、方向が見えた段階で直ちに工事発注させてい
ただきたいというふうに思っております。したがいまして、いわゆる繰り越し４，８００
万、工事費のをさせていただいたところでありますけども、４月、５月にはもうある程度
できる。ただ、新年度の事業もございますので、通水、どの段階でできるかというのはま
た改めて報告のほうはさせていただきたいというふうに思います。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）事業の説明のときに、水路ができ次第発電を開始するとい
うことでお聞きをしておりましたが、ただいまの回答ですと、いつできるかわからないと
いうことですが、大体のめど、工事が終わるめどというのは教えていただけますでしょう
か。
○議長（村上　正広君）久城住民課長。
○住民課長（久城　隆敏君）一応６月を目指しております。
○議長（村上　正広君）よろしいですか。（発言する者あり）
　審議の途中でありますけれども、ここで暫時休憩をいたしたいと思います。再開は午後
１時といたします。
　　　　　　　　　　　　　　午後０時０１分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午後１時００分再開
○議長（村上　正広君）休憩前に引き続き、会議を再開いたします。
　引き続いて、２８年度補正予算の各課の聞き取りに入ります。
　１３９ページから１４１ページをお開きください。福祉保健課について質疑を許しま
す。
　１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）タブレットの１３９ページですね、１３９だったかな。い
や、要するに一般会計から日南福祉会の関係の、介護サービスの特別会計と同じことにな
るわけですけども、要は、２，７４５万３，０００円という、指定管理者である日南福祉
会が負担金として徴するのを、ことしも、２年連続で、とりあえず払えないということ
で、先般、私たち常任委員会も１月１０日に日南福祉会に聞き取りに行った段階で、こと
しもなかなか、支払いがすればもうキャッシュフローも大変だというふうな話も伺った状
況で、福祉会としては未払い金として計上されるわけだけども、この考え方について、新
年度の中で指定管理のことももちろん出てくるとは思いますけども、一部完全に閉鎖した
いということも出ているようですので、これについての、今は払えないということでして
いるけども、将来的にどのような相談をされているのかということは、日南福祉会として
も非常にいろんなことで心配されてる面もあるようですので、執行部の答弁を求めたいな
というふうに思います。
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○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）御承知の方もあるかもしれませんけども、日南福祉会からは山上
のおおくさ荘の指定管理について、返上したいというふうなことが出ております。いわゆ
る福祉スタッフの不足により再開のめどが立たないということでありまして、そういうふ
うな要求が出ております。今回も昨年に続きまして、一応支払いを猶予するというふうな
形もしております。ただ、去年の場合でいうと、実際には支払いを猶予した関係で
１，０００万ぐらいの黒字になっておって、税金を払っておるという状況も出ておりま
す。ことしもこのまま全部猶予すると多分黒字になって、また税金を払うというふうなこ
とで、税金を払うことが悪いことではないわけですけども、実際には払うべきでないもの
が払われるというふうなことがありますので、これは上限として考えていただければいい
かなというふうに思っております。福祉会と十分に連絡をとりながら、そんなに税金を、
税金で税金を払うという形になるわけですので、それではちょっといけないというふうに
思っておりますので、調整はとりたいと思っております。
　今、久代議員の御質問の中で、これからじゃあどうするのかという話をしたときに、や
はり今一番問題なのは、介護報酬が非常に下がってきておって、経営自体が厳しいと。御
承知のとおり、国のほうは福祉スタッフについては１万円の給料を上げるというふうなこ
とを言っておりますけども、結果的に言うと、どの法人も、小さな福祉法人がどんどんど
んどん閉鎖しているという状況の中で、いわゆる本体の介護報酬が上がらない限りはなか
なか経営的には難しいとは思っております。そういう要求は別途またしていきたいという
ふうに思っておりますが、当面のところは、今のところ介護報酬は上がってこなくて、人
件費部分が上がるということになると、やはり赤字体制は続くんではないかというふうに
思っております。
　もう一つは、赤字体制は続くとしても、赤字体制の中で、いわゆる福祉スタッフの確保
という問題があるわけであります。施政方針にも書きましたように、施設福祉や在宅福祉
や通所サービス、デイサービスのニーズはあるわけでありますけども、結局スタッフがい
ないということで、その辺のところが十分できていないというところがあります。したが
いまして、私どもといたしましては、今の使用料の支払いの平準化、例を挙げますと、今
あと４０年か３０年ぐらいになってるところを例えば５０年に延ばして、より低い、毎年
の返還といいますか、使用料にしていくということは一つの方法とは考えます。ただ、そ
れとあわせて、当然スタッフの確保という、その余った部分を、ただ単に下がったからそ
れでいいではなくて、やはり福祉スタッフの確保というところに充てていただきたいとい
うふうに考えております。そういうふうなものの２つ合わせた、相反する、相反するとい
いますか、表と裏というふうな形になるわけですけども、費用は軽減化するかわりに、や
はり職員の方の待遇であるとか、それから福祉スタッフの充実、確保ということにも目を
向けていただかないと、結果的には赤字額は減るけれども、いわゆるどんどんどんどん施
設介護や在宅介護に対する、デイサービスも含めたものが縮小するのでは、やはり高齢化
を迎えてる日南町の現状に合わないのではないかというふうに相談をしてるところであり
ます。以上であります。（「わかりました」と呼ぶ者あり）
○議長（村上　正広君）ほかにありませんか。
　８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）済みません。１４０ページの社会福祉、地域子育て支援事
業ということで、諸収入で社会福祉協議会のほうから３，５００万の収入があるというこ
とでここに予算計上されておりますけど、この社会福祉協議会からいただく子育て支援金
という性質はどういうもんか教えていただきたいですが、どういう形で社福のほうから工
面されたいうかな、お金なのか、お教えお願いします。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）今回の日南町の社会福祉協議会から町のほうへということで、
基金３，５００万をいただきました。その内容といいますか、経過でありますが、基本的
に社会福祉協議会の会計上の法改正がありまして、ちょっと詳しい話の、年は忘れました
けれども、基本的には新しくそこの社会福祉協議会の中の積立金といいますか、基金とい
いますか、それが一定額以上になりますと、どういいましょうか、今後の使い道をきちん
と、５年間の計画をしてそれを使うようにしなさいというような流れが新たな形として出
てきたということだそうです。その上で、日南町の社会福祉協議会の中では、その一定額
を超えるっていうのが現状にあるというお話の中で、協議会のお考えとして、現在、日南
町から子育てを中心とした形での委託を社会福祉協議会のほうが受けていただくっていう
ことの現状を鑑みまして、この金額を町のほうに基金として、いわゆるこどもゆめ基金で
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すから子供さんへの、行政の中で使っていただきたいということを主流にお考えいただい
たようでありまして、そういった経過の中で……（発言する者あり）基本的には社会福祉
協議会の積立金というところが現時点では少しあるという話ですので、そこの金額の中の
一部をこの３，５００万ということで行政のほうに基金として使っていただきたいという
内容での、今回の日南町への基金の積み立てという形になったということの経過を説明さ
せていただきました。以上です。
○議長（村上　正広君）よろしいですか。
　５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）病院運営事業についてのお尋ねをいたします。先ほど総務
課長の説明がございました、特別交付税の減額分ということで、これを減らさないという
ことでございましたが、どのぐらいの金額が減らされたのかということと、これを繰り入
れるルールと、基準というものがあったとは思いますが、どのような基準で病院のほうに
繰り入れをされておったのかということをお尋ねいたします。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）結局、減少となったのが不採算地域にある病院ということ
で、人口の少ないところにある公立病院に対しては財政支援をするという特別交付税の一
つのルールがございました。その中で算定をした中で、今までは１０割見ていただいてお
ったものが、２８年度からは８割にということになりまして、ついでに申しますと、その
情報が入ったのがもう秋口になってからということで、慌てていろいろ情報をとったとこ
ろ、間違いないということで、病院としても、今までのルールとしては交付税で措置して
あるものについては１００％出すと、太陽光発電については、これは収入支出の中の相差
については、公共施設への活用ということで病院事業にルール外に近い状態で出しておっ
たんですけども、このたびの措置につきましては、いわゆる急な話としてそういうような
状況になったところで、２８年度については基準外繰り出しとして措置をさせていただき
たいというのが趣旨でございます。当然、２９年度もやるのかということではありません
ので、２８年度のいわゆる救急的な措置ということで受けとめていただけばというぐあい
に思います。（発言する者あり）
○議長（村上　正広君）金額。
○総務課長（高見　正司君）約３，０００万です。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）繰り入れるルールですね、それについてちょっとお尋ねを
いたしますが、国のほうから交付税としていただいたものを全額出すということでした
ら、当初予定しておった金額ではなくて、国から来た、減額されたものを出されるという
のがそのルールではないのかなと思いますが、町長のお考えをお尋ねいたします。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）原則的にはそれが原則だというふうに思います。ただ、そうしま
すと、具体的には日南病院の予算が赤字決算というふうな形になります。病院会計で、他
の自治体のことを申し上げるとなんですけども、病院会計は普通は大体赤字決算というふ
うなものが当たり前だというふうな部分も言われておりますけども、日南町の場合には、
非常に病院の職員や医師の方々も頑張っていただいて、ずっと黒字なり、昨年はちょっと
計算上の関係もあって赤字もありましたけども、ほぼ大体、毎年黒字決算を続けてまいり
ました。ことしのほうも、ある程度先ほど言うような交付税がしっかり入ってくれば、そ
んな大きな赤字決算ではないわけですけども、仮に、先ほどの話をしますと、やっぱり
３，０００万とか数千万と、４，０００万というふうな赤字決算になるわけでして、これ
が果たして本当にいいのだろうかと。住民の方々が私は心配されないのかなということが
一番思うわけであります。
　御承知のとおり、日南病院は２１億の基金を持っております。したがいまして、数千万
の赤字で病院が危ないとかというふうなことではないわけでありますけども、やはり、こ
れまでずっと黒字決算を続けておったものが赤字決算になって、日南病院、大丈夫だろう
かとか、働かれてる方の士気にもかかわってもいけないというふうに思っております。
　どちらにしても、日南病院からいいますと、療養病床が９年後には必ず廃止しないとい
けないという話はありますし、それから、人口８，０００人ぐらいの規模のときから今
５，０００人を切ったわけでありますけども、そういうときまでの病院のベッド数がダウ
ンサイジング、縮小されておりませんので、当然ここ数年間の間で、そういう縮小という
ふうなものも含めて考えて赤字金額を減らしていくということも考えないといけないわけ
でありますけども、すぐにはできないというふうに思っております。
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　病院のほうが貯金持っとって何で日南町が繰り出すのかということもあるというふうに
思っておりますが、やはりこれは、病院というのはいわゆる一つの企業体でありまして、
企業利益としてある程度積んできたものであります。それをじゃあ役場のほうで、交付税
が減ったからあんたのとこで何とかしなさいというのは確かに一つの理論だというふうに
思っておりますけども、やはり病院の職員の方々、またこれまで病院で勤めてこられた
方々の理解を得ながら、そういうふうなことをやっていかないといけないというふうに思
っておりますので、今回、補正等で対応しないと、赤字決算ということになると非常にイ
メージ的に悪いのではないかなというふうに思っております。特に医療スタッフを今、非
常に募集をしてる中で、そういうことではちょっとなかなか厳しいのではないかというふ
うに思っております。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）この３，０００万円を一般財源から繰り入れなくても赤字
の決算になるのではないのかなと思いますが、先ほどの説明で４，０００万でしたです
か、赤字になるという説明ではなかったかなというふうに思います。
　それで、先ほど町長おっしゃいました、剰余金として約１６億、日南病院、持っており
ます。その剰余金を持ちながら一般会計からお金を繰り入れるというのは、やはり一般の
町民の皆さんからしても少し違和感を抱かれるのではないかなというふうに思います。た
だ、その赤字の金額を少し少なく見せるために入れますよというような話ではなくて、日
南病院の実態を町民の皆さんに知っていただいて、それを理解していただいて、より日南
病院を利用していただくということも考えるべきではないかなというふうに思いますが、
いかがでしょうか。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）済みません、今年度の補正予算に関して、約３，０００万の
こちらの持ち出しをした上で、試算としては約３，６００万の赤字になるのではないかと
いうことで、これが６，６００万の赤字と３，６００万という比較はどうなんだという話
もあろうかと思いますけど、やはりそのインパクトは強いというぐあいに思っておりま
す。
　僻地医療に係る算定基準額が大きいがために、その２割がこういう多額になってきてい
るということの非常に大きな影響があってるというところもございます。ですから、こと
しについては、その大きな欠ける部分を何とか町として補って、それでもある程度の見込
みで赤字になるということですけども、これから、もう３月になりましたけども、少しで
も経理上、ある程度かたく見てるとこもあるかと思いますので、その赤字が決算として狭
まればいいかなというぐあいに思っております。
　現金として２１億、経理上の１６億という黒字については、これを、病院で稼いだお金
ですので、病院のためにまた使えるような仕組みについては考えていかなければならない
と思いますので、事によると新年度の予算のほうでは、またそういうような話も出た際に
はお答えしていかなければいけないというぐあいに思っております。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）先ほど療養型のほうを９年と言いましたけど、６年の間違いです
ので、訂正させていただきます。
　今のお話でありますけども、やはり、高見総務課長が申しましたように、日南病院とし
ては確かに基金を持っておられると、その中で一般財源から繰り出すというふうなことも
いろいろあるわけですけども、初めに、当初いろいろなことを考えて、出せないのかなと
いうふうな相談も病院とはさせていただきました。出せる方法はあるなというふうに、今
ちょっと道は見えてきましたが、やはり、先ほど申しますように、この金額というのは１
年でためたものでもございません。やはり数十年、２０年、３０年かけて、歴代の院長先
生も含めて職員の方々がためてきたものでございます。じゃあ、これを本来的には利益還
元するならば、もっと自分たちの給料が上がってもよかったんじゃないかとか、いろんな
言われ方とすればあると思うんです、やっぱり企業会計とすればですね。その辺のやはり
御理解もいただかないと、一方的に、あんたんところは持っとるんだから、あんたんとこ
ろで出せやというような乱暴な言い方をしては、やはりこれまで地域医療で頑張っていた
だいてきた方々に対して失礼だろうというふうに思っておりますので、ちょっと丁寧な説
明をしながら考えていきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）町長と私の考え方はちょっと違います。努力されて積まれ
たということもありますが、それはやっぱり交付税を満額入れて経営をされたところがあ
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るわけでして、少なくなったときには予定どおり下さいよという話には僕はならないとい
うふうに思っていますので、ちょっと意見の相違があります。これは多分、縮まらないと
ころがあるのかもしれません。
　先ほどの管理者のほうからもありましたが、入院の患者数もかなり激減をされておりま
す。当初の予定が２万２，１００人の予定でございましたが、このような資料をいただけ
ば１万４，６３１人というようなことで、８，０００近くの予定、入院の患者さんは減に
なっておりますし、そういうやはり努力もしていただきたいなというふうに思っておりま
す。
　いずれにしましても、最終的には認めざるを得ないのかもしれませんけれども、そうい
う町民の皆さんの意見というのはやはり、お金があるのにっていうのは必ずあると思いま
すので、そういうことを意識をしていただいて経営に当たっていただきたいというふうに
思います。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）言われることは、私もそういうふうに思っておりますので、そう
いうふうな方向にはしたいと思っておりますが、ぽんと一概にこちらの思惑だけでするこ
とはできないということだけは、繰り返しますけど、御理解いただきたいと思っておりま
す。
　それとやはり利用者の方々の増、そして当然、先ほど申しましたように、ベッド数も果
たして本当に、今６０％か５０％ぐらいになっとりますけども、数がいいのかと。人口の
規模、そして医療圏の規模から考えても、どう考えてもちょっと厳しい状況だと思ってお
りますので、ダウンサイジングといいますか、縮小というふうなことを含めてやはり考え
ていかないといけないというふうに思っておりますので、これについては早急な改革をし
ていくような方向で病院とも検討したいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）ただいま山本議員のほうから質問があって、町長のほうが
お答えになられましたけれども、事業管理者のほうでは今の質問をどのようにお考えにな
ってるか、あわせて入院患者の減少の分析、どういったことが考えられるか、教えていた
だきます。
○議長（村上　正広君）中曽病院事業管理者。
○病院事業管理者（中曽　森政君）皆さん御心配していただいてるところ、重々理解して
おるつもりでございます。
　まず、山本議員の質問の中で、２点ほどちょっと簡単に説明させていただきたいと思い
ます。国の交付税措置ということですが、これは法律に基づいたものでございまして、公
立病院であるがために、立地の不採算性を客観的に捉まえてそれは補填せざるを得ないだ
ろうということと、一方で、救急医療とか保健衛生とか経営にかかわらないものもやって
る部分があるので、それも公費で見るべきだろうという趣旨で、法律に基づいて繰り出し
をすれば、それを国が交付税措置をする趣旨のものでございます。
　あともう１点は交付税の制度改正の件でございますが、今回変わりましたのが、ベッド
数に基準単価を掛けた金額か、もしくは実繰入額の８割か、どちらか少ないほうを交付税
措置をしましょうということでして、２８年度においては実繰入額の８割を交付税措置し
ているわけです。ですから、仮に日南町の対応として交付税額の８割しか繰り出さないと
すれば、さらにその８割しか交付税が入らなくなるいうことで、言ってみれば、２割は一
般会計の義務負担みたいな形の制度の改正があったということでございます。
　それから、古都議員の御質問でございます。病院としてもいろいろ努力していかないと
いけないと思います、経営改善も含めてしていかないと思いますので、引き続きその努力
はしていきたいと思いますが、こういった赤字になった要因でございます。いろんな複数
の要因があると思ってます。多々ありますが、特に今、感じておるところを二、三説明さ
せていただきます。
　まず１番は、高齢者を中心とする診療圏人口の減少でございます。全国的に年齢別の人
口の構成は団塊の世代が一番多いんですが、日南町の場合は圧倒的に、そうですね、８５
歳前後の、昭和前半ですか、の世代の方が圧倒的に多くて、今現在この方々がどんどんど
んどんお亡くなりになってるちょうど最中の時期でございます。この年齢は人口だけでな
くて、あわせて、御承知だと思います、どうしてもやむを得ず医療かかったり介護かかっ
たりいうことも多いものですから、そういう意味では医療の需要は少なくなってくる、そ
ういうタイミングにあるというような気がしております。
　それから、現場のスタッフに聞き取りした関係でございますが、例えば近年、米子市周

ページ(31)



日南町第２回定例29年３月２日
辺の老人ホームあたりに入居、介護つき老人ホームとか入居される方も少しずつふえてお
るということです。福祉保健課のデータによりますと、平成２５年末には１２人、２６年
末は１５人、２７年末は１８人ということで、そういった施設は協力病院ということで提
携しておりますので、法的にそういうのが必要ですので、そういった方は今度は老人ホー
ム、入居先から米子市周辺の病院に入院なりされるケースもあるのかなという、数字で押
さえられない側面もありますが、現場の感じではそういうこともあると思います。
　それから、またあと、米子市周辺の急性期病院に入院して以降、子供さんが米子のほう
に居住されておって、御家族の心配とともに、米子の近場のリハビリを中心とした病院あ
たりに入院するというようなケースも幾らかはあるのかなというような気がしておりま
す。
　それから、３番目でございますが、昨年、町民アンケートしたわけですが、日南病院を
受診する交通手段でございますが、自家用車でいらっしゃる方が６０代が６２％、７０代
が６４％、８０代になりますと２５％に落ちてまいります。加齢に伴ってバスで通院とい
うこともありますが、近年の傾向として、お年寄りでも比較的、運転免許を持って移動さ
れる方も多くなってるのかなという感じがします。そういう意味で、御自分の病気に合わ
せて、いろんな、自由に医療機関を選択するといいますか、そういった形も出てきている
のかなというような気がしております。
　ほかにも、病院の取り組みも含めて、いろんな課題はあると思いますが、一つ一つ向き
合って、それでも経営改善に取り組んでいきたいというふうに思っております。以上で
す。
○議長（村上　正広君）もう１点、剰余金の考え方についての質問は。町長の答弁は町長
の答弁だけども、事業管理者としての答弁はどうですかということ。
○病院事業管理者（中曽　森政君）剰余金といいますか、剰余金もですが、剰余金という
のは今までの黒字、その中には先ほどおっしゃられた交付税を原資としたものが入ってき
ておると思っております。今後は、また町長からあるかもしれませんけども、病院運営の
元手である資本という概念についてはいろんな捉まえ方があろうかと思いますので、また
幅広く検討していくことがあるのかなというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）先ほど山本議員に対する補足の説明も冒頭されました交付
税のいわゆる繰り出しですね、１００％で、これまでやっていく経過の中には、それを
１００パー出してもらえれば今の剰余金はこっちに出してもいいよというような会話もあ
った時期もありまして、これまで１００パーでずっと来とったわけです。ですから、やは
り重きは、町長はやわらかく、緊急な事態だからという意味での説明をされましたけど
も、基本的には、事業体がそれを埋める努力をやはりしていくというのが基本だと思いま
す。ぜひ、私はそんなふうに思っておりますので、改善を進めていただきたいと思います
が、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）中曽管理者が言いましたように、国自体が、これまで赤字といい
ますか、地方の自治体病院に対して交付税で措置しておったものを８割にして、あと２割
は地方自治体が持ちなさいと。日南町の場合はある程度お金をためておりますので、そう
いうことはいろいろな意見があるわけですけど、先ほどからの。他の自治体でいうと、
丸々今度は自治体が持たないといけないということで、そういうふうな方向になってきつ
つあると。いわゆる、言葉として適正なのかどうかわかりませんけども、自治体病院につ
いて、これまでみたいに潤沢には見れないと、医療、福祉の消費税も上げてない中で、そ
ういうふうなことで、自治体病院のほうを何とかしろよというふうな、病院残すんだった
ら何とかしろという、多分一つの揺らしなのかなというふうには思っております。ただ、
先ほどからありますように、日南病院についても、先ほど管理者が言いますように、これ
までは例えば今までの基金というのは、根本的には日南病院の施設を直すとか、そういう
ふうなものに大体使うというふうなルールがあったわけですけども、いろいろ調べます
と、平成２５年に法改正があっておって、議会の議決を得られれば、そういうふうなこと
もできるというふうなことがあっております。議会のほうの御意見も大体そういうふうな
御意見なのかなというふうに思っております。ただ、それを今回の議会でというふうなこ
とではなかなか、病院のスタッフの方の問題や、これまでの方々にも説明をする必要があ
るというふうに思っておりますので、しばらく時間がかかるだろうというふうに思ってお
ります。
　それと、先ほど申しますように、療養型の転換というふうなことも含めて、多分新年度
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もそういうふうなことが想定されると。今回よりも厳しい、例えば赤字の上になおかつ施
設も改修しないといけないというふうな話になると、その原資をどこから持ってくるのか
という話になったときにまた同じ話が出てきますので、それらも含めた形で、先を見通し
た、やはり病院の中での会計間の処理といいますか、それも図っていかないといけないの
ではないかというふうに思っておりますので、少し時間をいただきながら、うまくソフト
ランディングができるように、そして、これまでの病院の方々にも、運営された方々にも
理解をいただいて、働いてる方にも理解をいただきながら進めてまいりたいというふうに
思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）私は病院関係のところでちょっと今の話をしようと思った
んですけど、同僚議員が質問されましたので、関連して質問したいと思います。
　今の中曽事業管理者の話によると、例えば絶対患者数が減った理由に、この不可抗力の
ような話がいっぱい出てきたわけですよ、いろんな条件を不可抗力だと。いろいろ努力し
ているけど、特に、入院患者はもうベッド数から見れば稼働率は６割方ですよね。そうい
う考え方なら、はっきり言って交付税算入が、９９床なんだけども、それの稼働率に応じ
て今みたいな一般会計から繰り出さねばいけないということが生じてきたわけですよね。
２９年度以降は、激変緩和措置があるとはいえ、稼働率でもって交付税を出しますよとい
うことになれば、例えば９９床のベッドが常時６０床ぐらいの稼働率だったら、ますます
交付税が減らされるということに、悪循環になりはしないかというふうに思うんですよ
ね。そのあたりが、やっぱり本当に将来を見据えて、今、町長がいみじくもおっしゃった
けども、ほんならベッド数の問題とかもやっぱりもっと考えていかなければいけないし、
何よりも本当に日南町の住民の方は、高齢者であろうと子供であろうと、まずは第一にこ
の日南病院に来てもらうというふうな体制を本気になって考えてもらわないとやっぱり負
の連鎖になるんじゃないかなというふうに、今、事業管理者のお話を伺ってもどうしよう
もないような感じにとれましたけども、もうちょっと戦略をやっぱり練っていただきたい
なというふうに思うんですけども、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）中曽病院事業管理者。
○病院事業管理者（中曽　森政君）周りの諸情勢に基づいて減少の説明しましたので、全
てが不可抗力というふうに思っているわけではございませんので、今後ともいろんな努力
をしていきたいというふうに思っております。
　前段でも議会のほうに御説明させていただきましたけども、療養病床の転換の件もいろ
いろ、当初予算のときに議論になるかな思ってましたけども、課題としてあっておりま
す。今後の、今の状況を見ながら、どういう展開をするかというのは、毎週毎週、病院の
中でも議論はしておるところでございます。今時点でまだクリアに明確な方針を出せてお
りませんけども、しっかり検討していきたいというふうに考えております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）済みません、猫を寄せつけない機械の購入とありますけ
ど、これ、どんなもので、どこで使用されて、何の目的でこういうものを購入されるかと
いうのをちょっとお伺いしたいと思いますが。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）御説明いたします。近年、町内に飼い主のいなくなった
野良猫というか、飼い主のいない猫がたくさん見受けられまして、いろいろな苦情といい
ますか、相談が上がってくることがございます。以前は飼い主がいないとわかった時点で
保護して、県のほうに引き渡して新たな飼い主を探していただくとか、そういったことを
しておりました。だんだん動物愛護の観点から、保護おりというか、そういったわなのよ
うなもので保護するということが望ましくないという指導を受けておりまして、それで、
でも、実際困る方があるわけでして、どのようにしたらよいか相談をしますと、そういっ
た超音波を発するような機械を設置して追い払うというか、そういった対応をするように
という指導があっております。でも、それではなかなか問題が解決しないのではないかと
私どもも思っているんですけれども、動物保護の観点から、動物愛護の観点から、そのよ
うな被害防止策をとるようにという県の指導があっております。貸し出しもあるのですけ
れど、なかなか１個や２個ではその効果があらわれないということで、少し整備をして試
行してみたいと考えております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）済みません、ということは、この機械の性質は、自分のと
ころでなしで、隣の家に行ってくれという性質の機械と捉えていいですか。
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○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）そういった目的の機械です。（笑声）
○議長（村上　正広君）２番、惠比奈礼子議員。
○議員（２番　惠比奈礼子君）そういったことではもう全然、課長も言われましたけど、
全然物事の解決にならないと思いますが、今、野良猫の問題も全国的な問題になってまし
て、猫を飼う、野良猫の集まる公園とかよそのほうではあって、ふえたら困るので、つか
まえて避妊手術を受けて、それでまたもとに戻すというようなこともされている自治体も
あるようです。そういったことのほうが、今後ふえないようにすることのほうがよっぽど
大切だと思いますが、そういったことについては考えておられませんか。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）本町でも県の補助事業もありまして、町の負担もあるん
ですけれど、そういった事業も実施しておりますが、飼い主ではない方がつかまえて、連
れていって手術を受けてもらってっていうようなことが実際にはなかなか難しいようでし
て、なかなか利用が浸透しておりません。けれども、制度としてはありますので、今後も
ＰＲに努めていきたいと思っております。
○議長（村上　正広君）次に、１４２ページ、保育園について質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）次に、１４３ページ上段、農業委員会について質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）１４３ページ下段から１４９ページ上段、農林課について質疑を
許します。
　６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）１４３ページ、済みません、上段のほうなんですが、鳥獣
被害対策実施隊員１名の募集、応募なくということでしたが、去年の４月からずっとなか
ったのか、２７年度はどうだったのか、ちょっとその辺ですね。いろいろ成果は上がって
おられますし、いろんなセミナーも活発にされておられます、努力されておられます。そ
れと、今言ってはいけません、３月ですけども、２９年度、その実施隊員さんはどうなっ
ておるのかを２点お伺いします。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）そうしますと、有害鳥獣被害対策実施隊員ということでござ
います。現在、日野郡３町で日野郡の有害対策協議会という組織をつくりまして、郡内の
有害対策に今、一生懸命やっております。既に３年が経過いたしまして、隊員、それから
事務チーフ等、顔見知りの人もいらっしゃいますという状況でございまして、実は日南町
のほうから大体、隊員４名のうちの２名を出しております、現在。チーフという事務方の
職員と、それから実施隊員という現場肌の職員という形で計画はしておりますけれども、
現実的に申し上げますと、平成２８年４月当初からなかなか応募がありませんで、実際の
実施隊員のほうの配置ができていなかったという現状でございます。日野郡内で現在３人
で活動しておりました。
　町としても、その補充をということで、随時募集はしておりましたけれども、なかなか
適任がなく、実際的には１２月ごろに実は応募があったわけですけれども、残任期間も短
いということもありまして、平成２９年度の応募に切りかえてはいただけないかというこ
とをしまして、その方には２９年度隊員としての応募という形をしていただきました。そ
の後、２９年度に向けて、現在、隊員の募集をしておりまして、その方を合わせて２人か
３人かと思っておりましたけれども、現実的にはその方も２９年度に向けてということで
辞退をされまして、それで、ちょっと話せば長くなりますが、１月になってから本町隊員
ということで３名の応募を受けております。既に選考試験をさせていただき、１名を決定
しております。２９年度からはその１名を加えた、本町からは２名体制の実施隊員、実施
隊ということで活動する予定にいたしております。
○議長（村上　正広君）９番、荒木博議員。
○議員（９番　荒木　　博君）鳥獣ではなしに、その前の１４８ページ上段の山村振興一
般対策事業という、農林課の。その中で、執行経費の中でガスメーターの交換というのが
あるんですが、これは本来だったら納入業者が見るものではないのでしょうか。うその
辺、どういう契約でしょうか、教えていただきたい。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）これといたしましては、ちょっとふぐあいを地元のほうから
伺っておりまして、それに対する工事の見積もりをいただいて、施設営繕という考え方で
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今回、予算を要求させていただけますか。
○議長（村上　正広君）９番、荒木博議員。
○議員（９番　荒木　　博君）この説明では、ふぐあいでなしに、メーター器の要するに
取りかえ時期が来たからというふうになっておりますが。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）ふぐあいということで御説明申し上げましたが、ここに記載
しておるとおりの状況でございますので、それに伴います営繕ということで御理解いただ
きたいと思います。
○議長（村上　正広君）９番、荒木博議員。
○議員（９番　荒木　　博君）いや、基本的には、普通であれば、メーターの使用料を払
って取りかえというのは供給業者がするのが一般的ですけども、ここの契約は違う、そう
いう契約ではないということですね。（発言する者あり）
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）そういう意見も、ちょっと私、初めて聞きましたので、確認をし
て、実際必要であれば執行しますし、もとからそういうもんであって、その納入業者さん
のほうが負担をするというふうなことであれば執行しないというふうに思っております。
ちょっと確認をして、執行するかしないか決めたいと思っております。
○議長（村上　正広君）９番、荒木博議員。
○議員（９番　荒木　　博君）日南町にもガスを使う施設、保育園であるとか、いろいろ
たくさん施設がありますけども、そことはまた違う契約になっとるということですよね。
普通は納入業者が、ガス点検ないしメーターの更新時期というのが計量法で決まってます
から、そのときにちゃんと交換するわけですよね。その辺を、じゃあ後で報告をしてくだ
さい。
○議長（村上　正広君）７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）１４７ページになりますけども、旨い野菜の里づくりで
す。当初予算８，０００万に対して４０％以上の減額ということでありますが、東京の衣
食住フェアですとか、そういったとこに出かけて募集をされておるということはあります
けども、新規参入だけでこの野菜の里づくりを拡大しようと思ったって非常に無理がある
と思うわけです。町内の農家に作物の転換を促すとか、水稲作からトマトに変えませんか
とか、そういったようなことを進めていかなければ本当の産地の力になっていかないと思
うわけでありますけども、そういう取り組みが実際にされておるのかどうなのかというこ
とと、この減額の主な要因について説明をいただきたいと思います。
　それと、印賀で計画されておりますハウス団地、これも新規参入者がないからというこ
とで年々延ばされておりますけども、２９年の予算のとこでもいいんですけども、これ、
どのように今後考えておられますか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）この旨い野菜の里づくりの事業につきましては、がんばる地
域プランということで、鳥取県のプラン認定を受けまして、５年間の事業期間を持って実
施をするという取り組みでやっております。今回、実質的な補助金の不用額につきまして
は、トマトの生産ハウスの増反ということが計画どおりに今、実際のところ、いっていな
いというのが主な要因であります。その中で、新規参入者だけをこの対象にしておるとい
うものではございませんし、現在のトマト生産農家、それから新規の栽培農家、そういう
人たちにもこの事業を使っていただけるようにという思いで予算化をしておったわけでご
ざいますが、なかなか増反に踏み込んでいただける方が、ちょうど当該年度に割と数が少
なかったということもあります。現実的には２９年度に実際やりたいという声も聞いてお
りますし、今後とも、ハウスを建てる事業につきましては非常に有利な制度というぐあい
に理解しておりますので、推進は続けていくべきということで、ＪＡのトマト生産部等と
も話はしておりますので、御理解をいただきたいと思います。
　それから、トマト団地の考え方でございますが、トマト団地につきましては、やはりト
マトを主業とする夫婦の入植ということを一つのポイントにしておりましたので、現在そ
ういう方たちがなかなかうまく日南町とマッチングしていないというのが現状でございま
す。団地の規模といたしましても、ハウス面積にして１４棟、約３０アール規模の団地を
形成しておりますので、そこに入っていただく方はやはりそれなりの規模を持った方に入
っていただきたいと思っておりまして、そういう方たちを今、募集をしておると。なかな
かうまくそういう人たち入ってきていただいてないというのが現状ですが、今後も、やは
りトマト団地ということになりますと、ある程度の規模を持った方に入っていただけるよ
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うな推進といいますか、仕組みをつくっていくというのが必要だろうというぐあいに思っ
ております。以上です。
○議長（村上　正広君）７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）そうしますと、印賀で予定されておる団地についても、引
き続き募集をしながら取り組んでいくということで理解をいたしますけども、この事業が
新規参入者だけを該当にしたものでないということはよく承知しておりますが、先ほど言
いましたように、町内農家に具体的に働きかけをされたかどうかということを聞きたかっ
たんであります。
　この地域プランは、二大産地のプランのように、農協じゃないんですよ、町がプランを
立てられてプランを実行するということであるわけでして、そういうことからいきます
と、町がもっと積極的に出なければ、農協のプランじゃない、これは町が実施するプラン
なんで、その辺の認識が農林課として非常に薄いのではないかというふうに思っておりま
すが、改めて２９年のとこで伺いたいと思います。
○議長（村上　正広君）答弁はいいですか。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）いや、先ほどのお答えについて。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）この事業につきましては、私どもといたしましては、既存の
農家の増反ということも重きを置いておりました。議員御指摘のように、新規に栽培する
方へのアプローチということにつきましては、確かに不足、不十分であったのかもしれま
せん。制度のたてりとしては日南町におけるトマト振興というものが柱となっておるプラ
ンでございますので、それに合わせた残り、残期間の推進をということで考えておりま
す。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）１０番です。１４４ページに、タブレットの、農林業研修
制度のことです。町長の施政方針で新しい年からこの研修制度のあり方も見直すというこ
とがありましたが、ここにあるように補正をされていて、いろんな自治体が取り組んでい
ることもあるのか、その影響もあるとは思うけども、安定的な農林業研修生の人数が、や
っぱり日南町の農林業を目指すのとはちょっと物足りないなというふうに思ってるし、例
えば７期、８期の研修生は４名が中途退職したというふうに説明書きにもありますけど
も、今の研修の実態ですよね、何かネックになってることがあるかどうか。やっぱり研修
生の、この研修している人の生の声を大分聞いておられるとは思いますけども、現場で、
どうなってるのかなというふうに、町長の施政方針を聞いた中で、本当にうまくこれが定
着していくのかなという一抹の不安もありますので、ちょっとそこを説明してほしいな
と、減額補正もありますので、お願いします。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）まず、研修生の途中で中途退職された方につきましては、やはり
若干精神的な部分があって、鬱になられたりした方もありましたので、そういう方につい
ては自宅療養とかということで早期に治療をしていただくというふうなことで、した方も
おられました。また、研修態度が余りにも悪くて、地元のほうからも、この研修生はちょ
っと受け入れられないというふうな方もおられましたので、そういう研修生もある程度や
はりやめていただくというふうなことのほうがその方のためにもいいのじゃないかなとい
うふうなことで、中途退職というふうな形でお願いをさせていただいたところでありま
す。
　一つには、農業でいいますと、農業研修生についての指導力が一つ足りなかったという
ふうにこれは思っております。これは、人がというよりも、私自身の指導力不足かもしれ
ないというふうなところで反省もしておるところであります。新年度に当たりましては、
いわゆるちゃんとした、農業がわかった方で、専任の方をやはり指導としてお願いをする
という方向で検討したいというふうに思っております。
　それと、農林業もそうでありますけども、これまで役場に応募されて、役場から例えば
研修生という形もあったわけですけれども、例えばいろんな企業体が新しい人を雇われる
ということがあるというふうに思っております。神戸上農林さんが、町外から例えば林業
の新規の方を雇われると。その方が技術があればいいわけですけども、例えば技術がなか
ったりすると、そのときにはもう、いわゆる神戸上農林で施業されながら、例えばチェー
ンソーの講習であるとか、高性能機械の免許を取るとか、そういうふうなところを他の研
修生と一緒にやっていただくというふうなこと。農業についても、昨年、ある特定のとこ
ろに重点的に置いた方もおられましたけども、もう少しべったり、べったりっておかしい
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ですけども、例えばファーミングさんが雇われた方を、１年目の方で全く農業の研修、あ
れがないとすれば、研修生と同じような形でその研修の、例えばいろんな資格試験等は取
っていただくけども、平常時にはファーミングさんなりで働いていただくというふうな形
で、ちょっと研修の仕方を変えてみたいというふうに思っております。
　それと、やはりもう１点は、その数的な問題もあるというふうに思っておりますので、
これについては、ちょっと今、即断で申し上げることができないというふうに思っており
ますけども、御承知かもしれませんが、今、結構、全国で林業大学校というのができてお
ります。近くでは兵庫県、それから京都府でもできております。今、全国的に日本の山は
伐採期を迎えておりまして、そういう伐採する方がいないということで、林業大学校を１
年か２年で卒業されると、就職が非常にいいということも聞いております。日南町でもダ
イケンについても同じようなことも言われておりますので、ちょっと今、事業を、林野庁
等と当たって、いい事業がとれれば、場合によっては林業大学校的なものを日南町で設け
て、成長産業の核に据えていくというふうなことも考えられるのではないかというふうに
思っております。
　いずれにしても、どちらにしても、農業の部分についても、林業の部分についても、ち
ょっと強化をして研修をしていかないと、せっかく志を持った方々がおられれば、できる
だけそういった方々を受け入れていくような体制をつくりたいというふうに思っておりま
す。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）先ほども坪倉議員の質問されましたが、それに関連してお
伺いいたします。トマトの印賀団地、夫婦でという構想で以前に聞いたことがあります
が、実績がないという状況でありますが、御案内のように、隣村になりますけども、折渡
に夫婦で若い方が２組おいでになると。一方は、きのうのゆうきまんまんでも思いを語ら
れたわけでございますけれども、やっぱりそういうことが徹底できとるのかなと。本当に
チャンスとすれば、２組のうちの１組はトマト生産するいうことで今、山上のほうで研修
をしておられます。であれば、私の地域が若くなっていいような気がしますけれども、本
当は団地の近くの空き家を借りたほうがよかったのかなと思うわけですが、きょうはそこ
までではなくて、その２組等についてのアプローチなんかもされたのかどうかお伺いをい
たします。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）アプローチはさせていただきました。現地も見ていただいて、こ
こでやらないかという話もしたわけですけども、折渡の御夫婦でやられる方については既
に予定されてる農地があって、折渡地内にですね、そちらのほうで自分はやりたいという
ふうにおっしゃいましたので、そこを曲げてということはなかなかできないというふうに
思っておりますので、そういう機会があればとにかくアプローチをして、できるだけそう
いうふうなものを担っていきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）済みません、多面的機能支払い等についてお伺いしますけ
ど、旧組織、共同活動と長寿化のほうができていなかったということで、大変残念に思う
わけですけど、これに対する取り組みの対応と、またできなかった原因、それから今後の
取り組みについてちょっとお伺いしたいと思います。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）多面的も制度が新しくなっておりまして、御承知とは思って
おりますけれども、現在の中山間の集落協定に対するアプローチを続けております。とい
いますのも、農地維持支払いという新しいシステムになりまして、農家だけの協定ができ
るという新しい仕組みに変わりました。その関係があって取り組みやすくなりましたとい
うことは御案内を申し上げておるわけですけれども、やはり地元のほうで最終的には意思
判断はしていただかなくちゃいけないところがございますので、引き続き進めてまいりた
いとも思っておりますし、平成２８年度は広域協定ということで、１つ、２つ、３つとい
うように周りの協定が集まっていただくという、大きくなっていただくというような仕組
みを推進をいたしました。それによりまして、農地維持の事業しか実施ができなかった協
定が、みんなで大きくなることによって、そのほかの共同活動とか長寿命化とか、そうい
う活動にも一緒に入れるということで、協定が大きくなることによって交付金も多くなる
というようなメリットが出ておりますので、この形については今後とも推進はしてまいり
たいというぐあいに考えております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
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○議員（８番　近藤　仁志君）そういった形で取り組んできたということですけど、この
多面的機能支払いであったり、中山間であったり、こういった国の直接支払いであった
り、それに準ずる補助金について、やはり過疎が進む、こういった日南町には、外から入
ってくる大変な収入源でもあるわけですし、ただそれだけでなしに、地域を守っていく上
に、補助金を取り込もうとすることによって地域が活気づく、コミュニティーがとれて活
気づくという要因が多々に見られます。少々ハードルは高くても、それをみんなでクリア
するというような姿勢が見られますので、特に、小さくてできなかったという原因があっ
たら、広域協定もどんどん推し進めてほしいし、もっと強力的に推し進めてほしいと願う
わけですけど、その辺はどうでしょうか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）おっしゃるとおりだというぐあいに考えます。特に多面的機
能支払いにつきましては、以前は農地・水・環境保全対策とか、いろいろ制度は変わって
まいりましたが、当時はいろんな団体で協定を組むんだと、農家と自治会と老人会、子供
会、いろんな地域団体が集まって、農地を基本とした地域振興に努めるんだというような
縛り事業でありました。その事業が非常に事務が煩雑だというようなことから、農家の皆
様方がなかなか取り組みにくいと。これは日南町だけではございません、全国的にそうい
う流れがございまして、国のほうも制度を年々改正をして取り組みやすくするというよう
な仕組みで現在、動いております。この内容については、おっしゃいますように、我々も
貴重な財源という感覚は常々持っておりまして、農家の皆様方にぜひ挑戦していただきた
いというぐあいに思いますので、引き続き推進のほうに努めてまいりたいというぐあいに
思っております。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）これも繰越明許費のほうに載っておりますが、森林保全総
合対策事業、８，３４０万円の減ということであります。この減額になった原因について
お尋ねをいたします。
　それともう一つ、森林保全対策事業の中にございます竹林整備事業ということで、マイ
ナス１１０万ぐらいですかね、なっておりますが、この減額になった原因をお尋ねをいた
します。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）竹林の事業でございますけれども、当初予算で掲げた金額ど
おり執行してないという、現実的にはそういう補正になっておりますけれども、全く事業
をしてないわけではございませんで、事業をしておられる方はいらっしゃいます。ただ
し、ちょっと総額的に、私も今、ちょっとうろ覚えで申しわけないんですが、県からの補
助財源が実質的に予算段階の折よりも減額になっているのかどうか、ここはちょっと確認
をさせていただきたいと思いますけれども、予算をちょっと大きく見積もっておったとい
うようなことも原因の中にあるかもしれません。申しわけございません。
○議長（村上　正広君）もう一つ、繰越明許費について。
○農業委員会事務局長（小澤美知弥君）５５万の。
○農林課長（青葉　誠也君）繰越明許。
○副町長（中村　英明君）美しい森林づくり事業。
○農林課長（青葉　誠也君）美しい、はい。これは、済みません、美しい森につきまして
でございますが、これは財源組み替えをしておりまして、減額が５，２１５万９，０００
円というぐあいに掲げておりますが、国庫で３，８０６万５，０００円ということで、県
補助のほうを国庫に振りかえをしておる関係もございまして、大きく落ちているような感
じに見えるかと思いますが、最終的には総額としては減額にはなっておるんですけれど、
これは県の補助金の確定値による減額でございます。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）竹林につきましては要望がなくて減額になったということ
でありましょうか、予算の減額の原因についてお尋ねいたします。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）竹林につきまして不透明なお話をしとって、まことに申しわ
けないんですけれども、現実的に予算枠に対して執行額が、今おっしゃいますように、希
望がありながらできなかったのか、それとも県費補助金の総枠が移行して減額になったの
か、確認をしてお答えをしたいと思っております。（発言する者あり）先ほど……（「森
林保全総合対策事業からの繰り越し」と呼ぶ者あり）はい。美しい森のお話ということで
今、お話をさせていただいたんですが、森林総合整備事業繰り越し……（「美しい森でい
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い」と呼ぶ者あり）
○議長（村上　正広君）７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）１４５ページになりますけども、にちなんブランド化事業
であります。これは当初予算、町長の施政方針も含めて、当初、何ですかいね、おしゃれ
でもうかる農業を推進するということで取り組まれておりました。年度途中で総合戦略の
見直しで変えられましたけれども、この３月まで予算の編成を変えておられません、途中
で事業は変わりながら、事業内容は変わりながら。やっぱりそういったとこは、財政とし
て、予算管理として、変えられた時点できちんと説明をし、予算の組み替えをされるべき
だというふうに思います。先ほどのガスメーターのこともありますけれども、担当課もそ
うですけど、財政側がきちんとそういったところをチェックできないと、本当にいろんな
ところで間違った支出があったりいうことになると思いますので、今後十分に気をつけて
いただきたいと思いますが、それで、その中で、委託料５５０万円、当初、６次産業化や
衣食住フェア等の委託料５５０万ありました。２７年度の３月補正で、地方創生加速型の
ものが８００万ありました。合計で１，３５０万ということなんですけども、今回の補正
で委託料３００万の減ということは、１，１００万使われたというふうに理解をしてよろ
しいのかということと、具体的な６次産業化、特産品開発の委託内容、委託業務、委託先
等をお示しをいただきたいと思います。
　もうすぐ年度末ということがあります。このことは決算では明らかになるわけですけど
も、決算で私たちが目にするのは半年先の話になりますので、今の現在の状況について、
資料でよろしいですので、委託先なり委託業務、進捗状況について説明をお願いします。
○議長（村上　正広君）後日、資料提供ということでよろしいということですので、資料
提供をしていただきたいというぐあいに思います。
　４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）１４９ページで、森林整備の事業で伺いますけども、先ほ
ど来、５番の山本議員のほうから質問があって、課長のほうは見積もりの額が大きかった
かとかいうようなお話をしておられましたが、これは、造林公社かどっかとの契約でこれ
を支出予定だったと思っております。予算を組まれるときに、個人なら、募集をして利用
者がないという話ではなくて、この場合にはもう特定な専門の公社がやるという事業で、
なおかつ１円も支出しないというようなことで、どういうような根拠でこういう事業の予
算を組まれるのか、経過があったら教えていただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）この事業につきましては、全くの新規事業ではございませ
ん。去年もおととしも多分あったと思いますけれど、私どもも、この事業に取り組めるの
は県の造林公社ですか、林家じゃなくて、公社公団という特定の者でないと取り組めない
事業というぐあいに理解しておりまして、そこからの事業要望が出たものについては、執
行するのは町ですから、町予算として計上をさせていただきます。ただし、今回のよう
に、全くのもう事業をしないという御連絡をいただければ、いただいた場合にはやむを得
ない、こういう形で減額の補正をさせていただくということになります。今回の事業につ
いては申請があったものを上げさせていただき、何ていうんですか、実施しないという連
絡を受けたものを減額させていただいたということであります。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）さっきも言いましたように、個人の林家がやられることで
あればそういうことはあるかもわかりませんが、公社公団たるものがやりたい、事業枠を
決めて予算をとられると、そういう要望を受けて組まれたと思いますが、それがどういう
理由でやめられるのか、そういうとこを伺っておられますでしょうか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）詳細なる理由をちょっと承っていないというぐあいに御答弁
せざるを得ないんですけれども、現実的に、何回も申し上げますが、事業をされないとい
う意思決定がされたなら、私どもは予算を落とさせていただきます。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）それはよくわかります、せんものは落とさないけんのは百
もわかっておりますが、するとかせんとかいう確認をして、しないときには、どういう理
由でやめられるかと、予算計上しておると、おたくのために準備しておると、当然そうい
うことは話されると思うんですけども、とうとう申請が最後までなかったから落とすとい
うような話の予算構成をされるのかどうか。それじゃあ、先ほどの答弁にもありました、
見込みが大き過ぎて約何割もの減額をするいう話の延長線上だと思いますけども、仮に
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も、先ほど言いましたが、公社公団クラスが事業申請をしてきて、向こうも事業計画を立
てとるはずなんです。だから、何かがあってできないという話でないと、申請があったか
らのせた、なかったから落とした、ほかにも申請しても上げないもんもあるんじゃないで
すか、農林課事業でも。やっぱりそこら辺は、要望、それから必要性、いろんなことを考
えて、今年度やるんだとか、来年まで待てとか、そういう予算構成というものは当然求め
られるべきだと思いますが、どうですか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）今回の減額と、それから事業をしないという意思判断があっ
たということでございますから、その理由については確かにお伺いをして、皆様に御報告
すべきだったかもしれません。理由については聞いてみたいというぐあいに思っておりま
す。担当者のほうとも、担当者は伺っておるかもしれませんので、調べてお返事をさせて
いただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）１４８ページの農林課のとこで、実はここで、大変見にく
いなと思ってます。２８年度の当初予算で森林保全総合対策事業、ずっと項目書いてあり
ます、財源も書いてあると。今回補正のところ、わずかですけども、文章がちょっと抜け
てる。それで、どの事業と一緒だと思うんですけども、それと金額が、当初予算の金額は
例えば９，９００万円だったけども、補正のときにはどれとどれが９，９００万円か。一
番上のとこには、ちゃんと補正額が何ぼで、補正後全部書いてありますけども、大変、
私、思えば、私も民間におったときは、やっぱり上司あたりが、わかりやすく説明でき
る、一目で見てわかるようにというのはいつも指導されてました。私、こうやって、ずっ
と過去のやつを見ながらやっておる。
　具体的に話をしますと、水と緑の基金繰入金と、それで、△で７２５です、これはもう
要らなかったと。こちらの２８年当初、活性化という言葉が入った、これ両方とも抜けて
おります、活性化が。そのときの７２万５，０００円を抜かして、このＪ－ＶＥＲの売り
上げ収入は同じ金額でふえてる。前の当初では６５万５，０００円、確かにこれ、
Ｊ－ＶＥＲ、６０万５，０００円が７２万５，０００円になったのはいいですよ。たまた
ま同じ金額の、水と緑の基金が同じ金額で、当初予定でされてた７２万５，０００円がど
こでどう消えていくのか、こういった経過わからんで、見ときなさいということで、こ
れ、議員の皆さんもチェックするのは大変なんです。ただ、１項目１項目細かく言って申
しわけないですけど、やはりそういったところを見やすくする、変化点、やはり町の職員
さんも、ベースができたら、次、変化したら、わかりやすい変化をすべきじゃないでしょ
うか。
　この一例を挙げます。やはり、いかにこの短期間でチェックせないかん場合に、これと
これと文章が違う、金額もどうやって、財源内訳書いてありますけども、その辺、今後の
見やすさも考えて、早目にしないと、私も２年目ですけども、本当に見るとき、マーキン
グしながらこうこうします。その辺はいかがでしょうか、こうやって今後のために改善し
ていただきたいんですけども、一例読んで挙げました。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）済みません、財政のほうは、予算査定の中で、どこがどうい
うぐあいに減ったように理由は聞いておりますが、この説明資料が、この場を使って住民
の皆さんに説明しなければならないという場でございます。ということは、何で減ったの
か、何でふえたのかというところがわかるような、予算の説明資料のほうに反映するよう
に今後努めたいと思います。ありがとうございます。
○議長（村上　正広君）次に、１４９ページ下段から１５５ページ、建設課について質疑
を許します。
　７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）１５２、３ページぐらいというか、２、３ページになると
思いますけども、道路橋梁費の関係です。いわゆる国からの社会資本整備総合交付金が大
きく歳入のほうで減ってます。歳出のほうでは工事請負費、設計委託費などが減っとるわ
けですけども、ここの関係について少し説明をいただきたいんですけども、いわゆる地元
で工事ができなかったから財源である国の交付金が減ってきたのか、国の交付金が減った
ので、地元の工事請負費が進められなかったのか、この辺の因果関係について少し説明を
いただきたいと思います。大菅阿毘縁線についても、よろしくお願いします。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）議員御質問の件でありますが、最初に、道路新設改良事業の
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ほうの事業説明のほうで、社会資本整備総合交付金が、補助対象事業費が９，０００万か
ら３，７３９万３，０００円に減額になったと。うち整備交付金につきましても、予算上
６００万円の事業が３６６万８，０００円、それと、下段の橋梁維持管理事業等にありま
す、事業説明にある橋梁等の社会資本整備総合交付金、４，５００万から３，５３６万
５，０００円と。いずれにしても、道路改良につきましては、予算計上額に対しましては
４１．５％、道整備については６１．１％、橋梁につきましては７８．６％ということ
で、基本的に予算計上するのは、要望等を踏まえて、配分等を見据えた額で上げておりま
す。
　先日ですが、県土整備局のほうからも、議会のほうに先般、河川維持の要望とあわせて
一文、説明がありましたが、今の国からの交付金の状況です。国全体からすれば約２０兆
円の予算規模は平年的に確保はしてますが、要望額につきましては毎年上がってて、要望
額に対して、道路でしたら５４．５％の配分になっておると。全体、国からの配分が約半
分しかないというような状況の中で、先ほど、町の予算計上額と今回３月補正で実施見込
みということで、減額の補正とさせていただいてます。できなかった理由につきまして
は、地元でおくれてるものに関しては繰越明許費等で上がってくるのが普通でありまし
て、今回の減額の主な要因は、国からの交付金の配分がなかったということで御理解いた
だければと思います。
○議長（村上　正広君）次に、１５６ページから１５８ページ、教育課について質疑を許
します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）平成２８年度日南町一般会計補正予算（第７号）について、質疑
漏れがあればこれを許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）以上で議案第１９号の質疑を終わります。
　ここで暫時休憩をいたしたいと思います。再開は２時４０分といたします。
　　　　　　　　　　　　　　午後２時２７分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午後２時４０分再開
○議長（村上　正広君）休憩前に引き続き、会議を再開いたします。
　次に、１５９ページから１６２ページ、議案第２０号、平成２８年度日南町国民健康保
険特別会計補正予算（第３号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、１６３ページから１６４ページ、議案第２１号、平成２８
年度日南町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）の質疑を許します。
　９番、荒木博議員。
○議員（９番　荒木　　博君）１６４ページの上段、日南町簡易水道統合整備事業につい
て伺います。この中で、工事請負費として減額になっておりますし、逆に、公有財産、土
地の購入、昨年たしか伺ったように思いますが、まず土地の購入した面積、それと、ここ
の送配水管工事の場所が残土処理場の道路なわけですから、工事をどうやって進めるかと
いうの、どっちの工事が先になるかというのをちょっと伺います。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）日野上、生山の統合簡易水道事業におきまして、配水池、小
原の残土処分場ということで、今、県とも、県の建設センターとも協議しながら進めてい
るところであります。
　最初に、工事の減額の要因としましては、当初の予算では今年度からそこの配水池に向
かう配管なりの工事を進めるというところでありましたが、センターのほうの事業につき
まして、今現在で近々工事発注するということで、当初から工程がおくれたということ
で、工事費の減はその中に含まれております。ただ、公有財産や補償費につきまして、一
つが、面積でありますけども、土地の契約につきましては、残土処分場もこの１月、２月
で契約されております。それを確定した段階で、町が配水池をする部分を追加で買収する
という流れで、そこの部分を追加で用地費として３７万５，０００円と４６万３，０００
円を計上させていただきました。
　面積でしたか。（「はい」と呼ぶ者あり）済みません、手元に詳細なものがないんです
が、ちょっと記憶でいけば２，０００平米前後であったと思います。
　それと、工事の進め方になります。配水池の位置は、今、下にあります県道から山の上
まで、今、林道の作業道として地元管理しておられる作業道を使わせていただくというと
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ころで、最初に、県の工事用道路の工事で、その林道の高さを切ったり盛ったりという切
り盛りの工事がありますので、最初に工事用道路の高さを県のほうに工事をしてもらいま
す。その掘削が終わってから配管工事という手順になります。県のほうは３月発注ですの
で、２８年度予算で行いますけども、その時期的なものは、町のほうは２９年度の予算で
対応できるということで、事業としては繰り延べて、春先の５月あたりになるんではない
のかなというふうに想定してますけども、そのあたりから、県の準備が終わってから町の
配管工事を進めるという手順になっております。
○議長（村上　正広君）９番、荒木博議員。
○議員（９番　荒木　　博君）それじゃあ、ちょっと確認をしますけど、県のほうで先に
道路の拡張なり道路整備をして、それからその中に送水管の配管をしますよね。舗装とい
うのはその後ということですね。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）おっしゃるとおり、最後には、コンクリート舗装だと思いま
すが、配管した後に工事用道路の舗装を県のほうが仕上げるという形になります。
○議長（村上　正広君）９番、荒木博議員。
○議員（９番　荒木　　博君）今、林道なわけですが、最終的には管理は町がするわけで
すか。道路の管理を最終的には町がするということになるわけですか、それとも県のほう
でしょうか、それについて。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）工事用道路につきましては、残土場の事業として買収をかけ
ます。今、地元の管理組合さんとのまだ下協議の段階ですが、最終的には、その工事用道
路、それとその奥に、残土処分をした後には造成地ができます。そこに係る作業道の管理
ということで、今後覚書等を結んで、どうするかということを詳細は決めますが、基本的
に、県道からその工事用道路、上がったところに配水池を町のほうがつくりますので、そ
この部分は町が管理しようというふうな方向で協議しております。
○議長（村上　正広君）次に、１６５ページから１６７ページ上段、議案第２２号、平成
２８年度日南町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、１６７ページ下段から１６９ページ上段、議案第２３号、
平成２８年度日南町介護保険特別会計補正予算（第３号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、１６９ページ下段、議案第２４号、平成２８年度日南町介
護サービス事業特別会計補正予算（第２号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、１７０ページ上段、議案第２５号、平成２８年度日南町後
期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、１７０ページ下段、議案第２６号、平成２８年度日南町再
生可能エネルギー発電事業特別会計補正予算（第２号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、１７１ページ、議案第２７号、平成２８年度日南町病院事
業会計補正予算（第２号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）以上で補正予算関係９議案の質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１９号から議案第２７号までの
補正予算関係９議案は、審議の都合により、本日は質疑までにとどめたいと思いますが、
これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第１９号から議案第２７号
までの９議案は、質疑までにとどめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２７　議案第２８号　から　日程第３５　議案第３６号
○議長（村上　正広君）タブレットの当初予算ファイルをお開きください。日程第２７、
議案第２８号、平成２９年度日南町一般会計予算、日程第２８、議案第２９号、平成２９
年度日南町国民健康保険特別会計予算、日程第２９、議案第３０号、平成２９年度日南町
簡易水道事業特別会計予算、日程第３０、議案第３１号、平成２９年度日南町農業集落排
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水事業特別会計予算、日程第３１、議案第３２号、平成２９年度日南町介護保険特別会計
予算、日程第３２、議案第３３号、平成２９年度日南町介護サービス事業特別会計予算、
日程第３３、議案第３４号、平成２９年度日南町後期高齢者医療特別会計予算、日程第
３４、議案第３５号、平成２９年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計予算、日
程第３５、議案第３６号、平成２９年度日南町病院事業会計予算、以上、予算関係９議案
を一括議題といたします。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第２８号、平成２９年度日南町一般会計予算。歳入歳出予算
でございますけども、歳入歳出それぞれを６７億５，５４３万６，０００円と定めるもの
でございます。第２表におきまして債務負担行為をお願いするものでございますし、第３
表、地方債において地方債の借り入れをお願いするものでございます。また、一時借入金
を１２億円と定めるものでございます。歳出予算の流用につきましては、ここに書いてお
るとおり、地方自治法２２０条第２項の過不足を生じた場合ということでございます。内
容といたしましては、施政方針でも申し上げましたとおり、対前年比５．３％増というこ
とでお願いをするものでございます。
　続きまして、議案第２９号、平成２９年度日南町国民健康保険特別会計予算でございま
す。歳入歳出予算それぞれを７億８，５５２万３，０００円と定めるものでございます。
一時借入金につきましては、４，０００万円とするものでございます。国保会計につきま
しては、対前年比マイナス２．２％ということでお願いをするものでございます。
　続きまして、議案第３０号、平成２９年度日南町簡易水道事業特別会計予算でございま
す。歳入歳出それぞれを２億７，７１１万７，０００円と定めるものでございます。地方
債として借り入れる金額を第２表で記載をしております。対前年比はマイナスの７．６％
でございます。
　続きまして、議案第３１号、平成２９年度日南町農業集落排水事業特別会計予算でござ
います。歳入歳出の予算をそれぞれ１億８，２４８万８，０００円とするものでございま
す。地方債としまして、第２表の借り入れを行うものでございます。内容といたしまして
は、対前年比６，８％減を予定をしております。
　議案第３２号、平成２９年度日南町介護保険特別会計予算でございます。歳入歳出予算
をそれぞれ１０億７，８８７万６，０００円と定めるものでございます。一時借入金は
４，０００万円でございます。流用につきましてもお願いをするものでございまして、対
前年比１，０８７万余の１％増でございます。
　続きまして、議案第３３号、平成２９年度日南町介護サービス事業特別会計予算でござ
います。歳入歳出予算総額を１億２，８４９万６，０００円と定めるものでございます。
地方債につきましても、第２表でお願いをするものでございます。対前年比１，２５０万
９，０００円減の、マイナス８．９％の予算でございます。
　続きまして、議案第３４号、平成２９年度日南町後期高齢者医療特別会計予算でござい
ます。歳入歳出それぞれを９，４５５万８，０００円と定めるものでございます。対前年
比といたしましては、前年比１４２万９，０００円、１．５％の増の予算でございます。
　続きまして、議案第３５号、平成２９年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計
予算でございます。歳入歳出をそれぞれ７２７万７，０００円と定めるものでございま
す。対前年比５３２万６，０００円、２８０．２％の増でお願いをするものでございま
す。
　続きまして、議案第３６号、平成２９年度日南町病院事業会計予算でございます。収益
的収支及び資本的収支につきましてお願いをするものでございます。対前年比７４４万
４，０００円、マイナスの０．６％ということの予算を設けるものでございます。
　詳しくはまた後刻説明をさせますので、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）失礼します。私のほうから、平成２９年度の日南町の予算につ
いての概要のほうを御説明させていただきたいと思います。資料につきましては、日南町
予算参考資料というものがあるというふうに思っておりますので、そちらのほうで説明を
させていただきたいというふうに思います。
　最初に、平成２９年度の日南町当初予算の概要ということで、歳入についてと歳出につ
いてを書いておりますけれども、少し簡単ではありますけれども、かいつまんで御説明を
させていただきたいというふうに思っております。
　本町の平成２９年度予算編成でありますが、「町民が「住んでよかった」と言える、実
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感できる、誇りを持てるまちづくり」を基本理念とし、地方創生の実現に向けて各種政策
を展開していきたいというふうに思っております。よって、平成２９年度一般会計当初予
算ですが、６７億５，５００万ということで、前年度比５．３％、金額にしまして３億
４，２００万円の増という予算に計上しておるところであります。なお、そのうちであり
ますが、投資的経費ということで、普通建設事業費というところが１７億７，６００万と
いうことで、約４０．４％の増額の積極予算という計上をしておるとこであります。
　内容としまして、歳入でありますが、まず、自主財源の一つであります町民税でありま
すが、個人の町民税の増収を若干見ておりますし、一方では、法人の町民税のほうです
が、減収を見込んでおります。また、固定資産税のほうですが、新築家屋の増加、あるい
は鳥取県の企業局のほうの小水力の発電ができております関係も含んで増加を見込んでお
るところであります。ということで、軽自動車につきましては、対前年度比２．１％増の
４億４，９００万ということの計上をさせていただいております。主体であります地方交
付税でありますが、２７年の国勢調査の確定値を用いているということも含め、また、個
別算定経費の単価費用の減、また、公債費の実績算入額の減などから全体的な減額が見込
まれてるということで、普通交付税につきましては２６億円、特別交付税につきましては
３億５，０００万円ということの合計２９億５，０００万円を計上してるところでありま
す。
　次に、国庫支出金でありますが、全体的には１５．４％減の３億８，６００万を計上さ
せていただいております。
　県の支出金ですけども、いろいろ増額要因なり等はありますけれども、最終的には、総
額ですが、１４．８％減の８億３，６００万と計上しております。個々の内容について
は、後段のほうでまたお知らせをさせていただきたいというふうに思います。
　下段のほうになりますが、町債のほうですが、過疎債と臨時財政対策債ということを含
めまして、１４億４，６００万を計上させていただいております。前年度比で６８．７％
の増となっておるところであります。
　内容としましては、ハード事業として、日南保育園の育児室の改修であったり、あるい
は社会体育館の新築事業などを上げておるところであります。また、ソフト事業につきま
しては、新規としましては高齢者等のタクシー助成事業、あるいは生山の定住促進団地の
建築補助事業等に取り組みたいというふうに思っておるとこであります。最終的に不足と
いうところが発生しておりまして、一般財源を前年度の事業執行経費からの見込みから繰
越金３，０００万円を予定しておるとこでありますが、さらに不足分につきましては、２
ページ目になりますが、財政調整基金から３，４００万を繰り入れをするという予算の組
み立てにしておるところであります。
　一方、歳出のほうですが、詳細につきましては後段のほうで述べさせていただきますの
で、科目といいますか、別での総額についてお知らせをしたいと思います。
　議会費ですが、議会放送システムの改修で３７．１％の増、総務費のほうですが、７億
８，６００万の０．６％の減ということにしております。民生費のほうですが、高齢者と
か障がい者の交通弱者の買い物の支援も含めた日常交通手段を確保するための高齢者等の
タクシー助成事業を新たに設けたいというふうに思っておるところでありますし、衛生費
のほうですが、石見小水力発電の改修工事、あるいは清掃センターの修繕工事、また、三
町衛生施設組合の施設基幹改良整備工事負担金ということで、合わせて１０億６，０００
万円を計上しているところであります。農林水産業費でありますが、全体的には
１１．７％の前年比の減ということで、１１億８，１００万を計上をしておるところであ
ります。内容的には、５年に１度の全国の共進会がありますので、それの鳥取和牛振興対
策事業に向けたいというふうに思っておりますし、また、林道内方線の改良事業を見込ん
でおるところであります。ちょっと少し飛ばさせていただきますが、商工費ですが、
３６．６％増の４，１００万円ということを予定をしておるところであります。また、土
木費のほうですが、生山の定住住宅の整備事業が終わりますので、マイナス要因ですが、
また、道路の維持管理、あるいは新設改良ということで、ともに減額となって、
１３．６％減の４億８，９００万という予算を計上させていただいております。消防費で
すが、耐震性の防火水槽とか消火栓の新設工事、あるいは防災無線のデジタル化に向けた
設計業務ということで、１７．６％増の１億７，１００万円を予定をしております。教育
費でありますが、先ほど申し上げましたが、老朽化してる社会体育館の災害拠点施設とい
う形の中で新築を予定しておりまして、１５４％の増、金額にしまして１０億８００万円
という予定をしております。
　下がっていただきまして、特別会計ですが、簡易水道事業でありますが、昨年に引き続
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きまして日野上、生山地区の統合事業を行う予定でありますが、金額は若干下がります
が、２億７，７００万円を予定しております。介護サービス事業ですけれども、福祉施設
の改修等の、本年もありますが、金額ベースでは減になっておりまして、８．９％の減の
１億２，８００万を予定をしておるとこであります。また、国民健康保険の会計と農業集
落排水の事業の特別会計につきましては財源不足が生じておりますので、後段ではありま
すが、基金のほうの取り崩しをした予算を予定をしているとこであります。それから、再
生エネルギーの特別会計でありますが、復旧をするということで７００万円を計上してお
りますし、病院経営につきましては、今後も安定化に向けた努力を引き続き行っていく予
定にしておるとこであります。
　はぐっていただきまして、３ページになりますが、日南町会計の会計別予算の総額一覧
ということが載っております。申し上げませんが、ごらんいただければと思いますが、一
般会計と８つの特別会計を含めまして、２９年度の予算額につきましては１０５億
６，７７４万４，０００円ということで、昨年より２億８，５５９万３，０００円、
２．８％の増の予算を予定をしているとこであります。
　続きまして、４ページですが、４ページ以降、歳入歳出につきましての詳細なものをつ
けておるところでありますが、まず、４ページの歳入につきまして若干の説明させていた
だきたいと思いますが、ちょっと大区分のみを説明をさせていただきたいと思います。
　最初に町税でありますが、本年度は４億４，９５７万７，０００円を予定をしておりま
して、昨年よりも９２２万５，０００円の増です。２９年度の構成比からいえば、
６．７％の数字になっております。３番目の地方交付税ですが、先ほども申し上げました
が、本年度は２９億５，０００万、普通交付税と特別交付税を合わせたものですが、予定
をしておりまして、全体の４３．７％の構成比率になっております。４番目の町債です
が、１４億４，６２５万１，０００円ということで、２１．４％の構成比を予定をしてお
ります。５番目のその他ですが、合計で１９億９１５万６，０００円ということで、
２８．２％の予定をしております。その中で、国庫支出金、あるいは県支出金のウエート
が高いというところをごらんいただければというふうに思います。なお、この表の一番最
後の合計の下のところに自主財源というところの区分が設けてあるというふうに思います
が、全体の歳入の中の自主財源が、２９年度は９億８，３４２万３，０００円、全体での
構成比でいきますと１４．６％が自主財源の比率という形になっております。
　次に、歳出のほうですが、５ページを飛びまして、６ページの性質別のほうで御説明を
させていただきたいというふうに思っております。６ページですが、性質別ということ
で、最初に人件費ですが、２９年度は７億８，６０４万３，０００円ということで、昨年
の当初からいきますと３，４６７万のマイナスであります。全体構成からいきますと、
１１．６％の人件費率ということであります。２番目の公債費ですが、６億２，４８８万
１，０００円ということで、昨年よりも２，２４６万５，０００円のマイナスの予定をし
ております。全体からいきますと、９．３％の構成比率です。それから、普通建設事業で
ありますが、１７億７，６８２万２，０００円ということで、昨年よりも５億１，１４４
万９，０００円ということで、本年度は２６．３％がその割合となっておるところであり
ます。その他につきましてですが、若干、特徴のところで申し上げますと、扶助費です
が、①の扶助費、数字は４億４８９万１，０００円ですが、６％ですが、昨年よりも約
１，０００万円の増となっております。物件費とか補助費あたりは若干減っておるところ
であります。
　合計ですが、下から３番目のところに合計欄がありますが、その下に義務的経費と投資
的経費という区分があるというふうに思っております。義務的経費ですが、全体の中の
１８億１，５８１万５，０００円ということで、昨年よりも減っておりますが、全体経費
からいきますと２６．９％の構成比率であります。投資的経費でありますが、１７億
８，６５２万２，０００円ということで、昨年よりも５億１，１４４万９，０００円とい
うことで、２６．４％であります。基本的に、上記の普通建設事業費と災害復旧費を足し
たものが投資的経費ということで整理をしております。
　はぐっていただきまして、１ページ飛びまして、８ページですが、済みません、ちょっ
と事務的なミスプリがありまして、御訂正をお願いをしたいというふうに思いますが、８
ページの横長で、予算性質別・目的別内訳という表現の題名になっておりますが、その中
で「町長内示ベース」という表現がありますので、これはちょっと一時的な経過の中です
ので、削除をしていただければというふうに思っております。大変失礼しました。
　それでは、ちょっとはぐっていただきまして、９ページのほうで、一般会計ですけれど
も、主な特徴についての個別のものを上げておりますので、ごらんいただければというふ
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うに思います。
　最初に、歳入のほうの町税ですが、先ほど申し上げましたが、町民税の個人につきまし
ては１億２，１６４万を予定をしておりますし、法人のほうにつきましては、減額です
が、２，０８２万円を予定しております。固定資産につきましては２億６，６００万
４，０００円ということで、約８４６万増の予定をしておるところであります。
　地方交付税につきましては先ほど申し上げましたので飛ばさせていただきますが、国庫
支出金のほうですが、特徴あるものですが、臨時の今、福祉給付金というのを交付してお
りますが、来年度につきましては、その事業は残りますが、数字的には減額の傾向で、
２，３８５万５，０００円を予定をしておるところであります。続きまして、道路改良の
事業費の補助ですが、本年は１億４，０８３万３，０００円ということで、昨年からいき
ますと、５，５２０万の減額を予定をしておるところであります。
　県支出金でありますが、項目的にはたくさんありますけれども、特徴的なところは、上
のほうで、機構の集積の協力金ということで、昨年よりも２，７１３万円の減額ですが、
２，３６８万を予定をしておるところであります。新規事業として、下のほうですが、と
っとり版ネウボラ補助金ということで、皆増でありますが、１２７万４，０００円を予定
をしておるところであります。
　それと、財産収入ですが、下のほうで、町有林の間伐材の売り払いということで、昨年
よりも８８０万ちょっと増額の５，９５９万を予定をしているとこであります。
　繰入金ですが、財政調整基金からの繰入金ということで、財源不足ということの補充と
いうことで、３，４００万を本年は予定をして、昨年よりも１，９００万増の膨れ上がっ
ておるところであります。
　それと、一番下の町債でありますが、４区分設けてありますが、緊急防災減災の事業債
ということで、皆増でありますが、社会体育館の事業、あるいは消防施設の整備の事業と
いうことで、７億２，９７０万を予定をしておるところです。それと過疎債ですが、ハー
ド部分が４億１，１００万を予定、そしてソフト部分が１億７，０７０万ということであ
ります。臨時財政対策債につきましては１億３，４４５万１，０００円ということで、昨
年並みを予定をしてるところが歳入の内容であります。
　続きまして、歳出のほうですので、１０ページをごらんいただければというふうに思い
ますが、いわゆる目的別ということで、それぞれの費用科目に準じた形での表でありま
す。
　議会費ですが、１億２７９万５，０００円ということで、２，７８４万４，０００円増
を見込んでおるところです。主には放送のシステム改修を予定をしております。
　総務費ですが、町有財産の管理事務でマイナスの１，８００万を見込んで、３，０８０
万１，０００円ですが、今やっとります定住促進住宅の関係の、これは土地に関係する分
ということでの減額を予定しておるとこであります。それから、町長と町議の補欠選挙の
予定ということで、皆増ですが、８９５万９，０００円を予定をしておるところでありま
す。
　続きまして、民生費ですが、福祉・子育ての給付金ということで、先ほど申しました
が、給付金の減が見込まれているために、昨年よりも２，５００万ほど減額をさせていた
だいておるところでありますし、また、最後のほうですが、高齢者等のタクシー助成とい
うことで、皆増ですが、１，９００万を見込んでおるところであります。
　衛生費ですが、新エネルギーの推進事業ということで、本年は５，１５０万８，０００
円を見込んでおりまして、発電所の水路改修ということで予定をしているとこでありま
す。それと、し尿・浄化槽の汚泥処理ということで１億５，３７９万７，０００円を予定
しておりまして、昨年の１億２，５００万減額ですが、三町衛生負担金の減ということで
御理解いただければというふうに思っております。
　農水費、農林水産業費ですが、旨い野菜の里づくりということですが、プランの減額と
いうことで、３，８００万を減額しておるところであります。ちょっと全体的に減額の事
業が多いですが、森林保全の総合対策につきましても７，６００万の減ですが、
３，５００万を予定しております。国土調査事業ですが、本年は１億７，０１３万
７，０００円を予定をしております。林道新設の改良事業ということで、２，１００万の
増額を見込んで、１億９３２万を予定をしているところであります。
　それと、商工費でありますが、観光振興対策事業ということで２，１１１万３，０００
円を予定をしておりまして、昨年よりも約１，０００万増額を見込んでおります。観光事
業、あるいは観光協会の委託費の増ということで見込んでおります。
　土木費ですが、道路維持管理ということで３億１，４２２万５，０００円ということ
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で、昨年より若干減っておりますが、除雪機械等の減っておりますので、そういったもの
が主な理由であります。
　それと、消防費ですが、消防施設整備管理ということで１億２，０７２万２，０００円
ということで、ことしは防火水槽とか消火栓の新設工事をやっていきたいということと、
防災対策でいきますと３，０００万を予定しておりますが、デジタルの防災行政無線の設
計のほうを行いたいというふうに思っております。
　教育費でありますが、基本的に、昨年事業しましたＩＴＣの関係が減ということで少し
少な目になっておりますが、文化センターの管理ということで約昨年並みのものの数字を
計上しておりますが、本年度は非常放送設備等の改修をやりたいということで予定をして
るとこであります。また、下から２番目の区分で、社会体育館施設管理ということで７億
２，５８１万６，０００円ということで、社会体育館の改修工事なり、あわせて、テニス
コートがありますが、それの、どういいましょうか、県の絡みのところで工事が済むとい
うことで、最終的に空き地のところを舗装をしていきたいという内容であります。
　１１ページを飛ばしまして、１２ページですが、いわゆる給与費の一覧を載せておりま
すので、ごらんいただければというふうに思いますが、一般職のほうでは基本的に２人減
という予定でスタートをする予定にしております。昨年が９６人でしたけれども、２９年
につきましては９４人の体制でスタートという予定にしております。退職等、あるいは採
用がありますが、差し引きで２人減ということであります。日南病院のほうは、医療技術
ということの方が２人ふえるということで、薬剤師だとかＰＴがお一人ずつふえるという
予定での計画数値を載せておるところであります。
　続きまして、１３ページでありますが、１３ページにつきましては、普通交付税、特別
交付税、臨財債の年度別の推移を載せておりますので、あるいは町債ですね、借入金の残
高を、予定を、見込みも含めて記載しておりますので、ごらんいただければと思います
が、交付税等につきましては、合計欄が、２９年末が、この単位が１００万円だと思いま
すので、３０億８，４００万が２９年度の見込みを予定しております。町債の残高です
が、７１億５，４００万の見込みをしておるとこであります。
　内容につきましては、そこの下段のほうにグラフ化にしておりますので、ごらんいただ
ければというふうに思いますが、いわゆる折れ線グラフが、やっぱり２６から若干借入金
の残高が少し、２７、２８、２９というふうにふえておるラインがあるというふうに思い
ますが、御案内のように、２７年は道の駅の建築、あるいは文化センターの改修工事って
いうことで、借入金が約８億１，７００万借りておりますので、そういった動きがその理
由であります。それから、中段には、基金の内容の平成１９年からの推移を載せておりま
すので、ごらんいただければというふうに思います。２９年末が４６億９，７００万の予
定であります。この数字は、公営事業の会計の数字は除いておりますので、次のページに
書いてありますが、対比していただければというふうに思いますので、下のほうはそれの
基金の残高のいわゆる棒グラフ化したものですので、ごらんいただければというふうに思
います。
　次、１４ページですが、先ほど申し上げました基金の状況の予定、２９年度の間の予定
の推移も含めて載せているものであります。一番上で、基金の合計ですが、最終的に、右
のほうですが、２９年度の末の残高見込みということで載せておりますが、これが単位が
円ですので、５４億５，７８２万４，２６７円という予定を見込んでおるところでありま
す。
　次に、１５ページ以降につきましては、平成２９年度に、今まで申し上げましたことも
含めて、普通建設事業の一覧を、特別会計も含めて、１５ページ、１６ページにつきまし
ては載せておりますので、ごらんいただきたいと思いますし、最後の１７ページにつきま
しては、過疎債のソフト事業につきましての対象事業の一覧を載せておりますので、ごら
んいただければというふうに思います。
　なお、新規事業につきましての説明につきましては、引き続き総務課長のほうから説明
をさせていただきますので、よろしくお願いしたいと思います。
　私のほうからは以上です。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）それでは、新規事業につきまして説明さしあげますが、冊子
の平成２９年度当初予算説明附属資料、この最後のほうに新規事業がつづってありますの
で、それに基づいて説明させていただきます。ページでいうと、１６２ページからという
ことで、ごらんいただければと思います。
　まず、防災対策事業でございます。現在の防災無線についてはアナログ波仕様でござい
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まして、庁舎移転の際に更新しましたが、本体システムや戸別受信機も老朽化が進んでお
ります。５年後にはデジタル波による無線システムに移行する必要がありまして、財源と
して緊急防災・減災事業債を活用するものでございます。２９年度は整備のための電波状
態の調査や設計を行うこととしております。
　次の１６３ページの生山定住促進団地建築補助金ですが、現在、生山駅の近くで整備が
進んでおります分譲地におきまして、住宅を新築する際に補助金を交付するもので、特に
子育て世帯やＵＩターン世帯に対して加算を行う仕組みとしたいというぐあいに思ってお
ります。
　そして、１６５ページをごらんください。福栄コミュニティセンター建設事業ですが、
老朽化の進んだ福栄地域振興センターを、災害時の避難所としても活用できるよう施設整
備するものです。２９年度については、現施設の解体撤去と建築のための実施設計を計画
しております。
　そして、２つ飛びまして、１６７ページ、障がい者グループホーム整備事業をごらんく
ださい。おおくさ荘に隣接するたんぽぽの家を改修し、住みなれた町で安心して暮らし続
けていただける施設整備を行うものです。なお、定員は４名を予定しております。
　次に、１６８ページをごらんください。タクシー助成制度でございます。平成２７年度
に実施した日南町公共交通総合計画の調査において、町営バスでカバーできない交通空白
地域というものがありますが、そういうところの方々を含めて、タクシー利用での活用を
するための助成券を交付するものでございます。７０歳以上の方に年間２万円の利用券を
交付いたします。
　次のページ、１６９ページから１７５ページにわたっては、子育て支援策に対する新規
事業を上げております。中でも１６９ページの日南町在宅育児サポート事業ですが、在宅
育児の支援策として、３歳までの在宅保育に対し、月に１人３万円を支給するものでござ
います。県の補助制度も活用しながら進めていくこととしております。
　それでは、しばらく飛んで、１７６ページをごらんください。山林登記事務委託事業で
ございます。近年、全国的に不在村地主の問題がクローズアップされていますが、日南町
も例外とは言えず、大きな問題となっております。折しも日南町では、森林組合のほう
も、いろいろアンケート調査もされてることでございます。その中で、いろんな深刻な問
題があぶり出されてきてるという話を聞いております。町では、森林組合と協力をして、
登記のできる山林を町有化して、山林施業の集約を図っていくような予算組みをしていき
たいというぐあいに思っております。このことで森林作業も進み、ひいては雇用の創出
で、林業従事者の増加にもつながっていくことが期待されるというぐあいに考えておりま
す。
　続いて、１７７ページ、高等学校等教科書等助成事業をごらんください。現在、高校の
授業料に充てるための国の支援金制度はありますが、日南町では２９年度において教科書
や教材の一部を助成するという、全国でも先駆的な取り組みに着手いたします。
　そして、１７８ページの日南町社会体育館新築工事でございます。築後４８年が経過し
て、老朽化の著しい社会体育館を建てかえするものでございます。現在の場所に同規模の
建物を予定しておりますが、健康増進を図ったり、避難所としての機能もあわせ持つもの
を目指したいというぐあいに考えております。
　以上、簡単ではございますけど、新年度における主な新規事業を紹介させていただきま
した。
○議長（村上　正広君）次に、中曽病院事業管理者。
○病院事業管理者（中曽　森政君）そうしますと、病院会計につきましては紙ベースで配
付していただいているようでございますので、それで説明させていただきます。
　第２条、業務の予定量でございますが、年間患者数を、入院１万９，６００人、１日当
たり５３．７人、外来が２万７，５８８人、１日当たり１１４人と見込んでおります。こ
れにより、第３条の収益的収支予算は総額１１億６７９万６，０００円で、前年度予算と
比べて１，８１７万４，０００円の減少となっています。総収益の内訳は、医業収益が７
億１，２５７万５，０００円で５，３４０万４，０００円の減少、医業外収益が２億
６，４７１万２，０００円で３，３３０万１，０００円の増加、介護収益が１億
２，９４９万６，０００円で１，２９２万９，０００円の増加としています。総費用の内
訳は、医業収益が１１億６７９万６，０００円で１，８１７万４，０００円の減少、医業
外費用が１，６２０万３，０００円で６３４万１，０００円の減少としています。
　次のページ、予算第４条の収益的収支予算についてですが、総収入が１，６００万円、
総支出が１億５，９２２万７，０００円とし、不足する１億４，３２２万７，０００円は
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過年度分留保資金で補填するものです。予算第１４条において、重要な資産の取得及び処
分として、生化学自動分析装置一式を上げております。約１，５００万円程度の血液検査
の機械になります。
　次のページで、別表、企業債の表において、医療機器購入の財源として１，１００万円
の起債を計上しておるところです。
　次に、予算の見積書をごらんいただきたいと思います。２２ページからになります。表
の別のほうですね、その中ほどの比較増減欄をごらんいただきたいと思います。入院収益
が前年度で４，４６７万８，０００円の減少、外来収益が９０２万４，０００円の減少、
次のページになりますが、介護給付費収益が１，２１１万４，０００円の増加、予防給付
費、いわゆる要支援のほうですが、これが１２１万６，０００円の減少となっています。
一般会計からの繰入金になりますが、２つの科目がありますので、前のページの１行目の
医業収益に係る他会計負担金８，９０７万７，０００円と、同じページの中ほどの医業外
収益に係る他会計負担金２億３，３４５万７，０００円、これが一般会計の繰入金となり
ます。合計では対前年度比２，７３２万１，０００円の増加ということになります。
　次に、病院事業費用についてですが、ページを１枚ほどはぐっていただきまして、下の
欄です。給与費が９５８万円の減少で、主に賃金の減額によるものです。
　次のページ以降の経費については、各課とも本年度実績に基づく推計額として計上させ
ていただいております。
　次に、２枚はぐっていただきまして、収益的収支予算についてですが、収入は機器整備
に係る補助金５００万円、同じく企業債１，１００万円を計上しました。
　資本的支出、次のページでございますが、屋上防水工事を含め、工事請負費が５７０万
円、備品購入費として、先ほど言いました生化学自動分析装置の更新、高周波焼灼電源装
置、薬剤用保冷庫などで、合計２，９０１万１，０００円を計上しております。そのほ
か、企業債元金償還金１億１，７７１万６，０００円、奨学金支度金貸付金を６８０万円
計上しておるところでございます。
　以上で病院会計の説明を終わります。よろしく御審議願いたいと思います。
○議長（村上　正広君）以上で提案説明を終了いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第２８号から議案第３６号までの
９議案は、審議の都合により、本日は提案説明までにとどめたいと思いますが、これに御
異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第２８号から議案第３６号
までの９議案は、本日は提案説明までにとどめることに決定をいたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（村上　正広君）お諮りいたします。各議案とも熟読していただくため、本日は以
上をもって会議を閉じ、散会にしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本日はこれをもって会議を閉
じ、散会とすることに決定をいたしました。
　つきましては、あす３月３日の本会議は別に通知をいたしませんので、定刻までに御参
集いただきますようにお願いをいたします。長時間お疲れさまでございました。
　　　　　　　　　　　　　　午後３時３４分散会
　　　　───────────────────────────────
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